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１．ぼんくら社長とのお見合いについて








　──一杯千五百円？




　河かわ瀬せ美み琴ことは革張りのドリンクメニュー表を見て目を疑う。

　気持ちを落ち着けるために、クリーム色のセットアップの上着の裾を、皴を伸ばすふりをして引っ張った。二年前、就活用に買ったそれは、当時の美琴なりに奮発した一張羅だった。当時より痩せたようで少しウエストが緩い。

　高級ホテルのラウンジで。午後二時という半端な時間帯はランチの終わりかけらしく、席はまあまあ空すいている。はじめにこのホテルの名前を出された時、きっと飲み物ひとつでも高いんだろうなあと美琴なりに思ったから、昼食は固辞させてもらったのだが。

　それにしたって普通のブレンドコーヒーが美琴のバイトの時給を軽く上回っていた。うわー。普段の自分の生活レベルを振り返って、眩暈がしそうになる。コンビニのペットボトルさえほとんど買わないのに。

　もっと安いものはないのかと目を走らせると、某有名メーカーの炭酸水がグラスで千二百円。うひゃっ。

　とは言えさすがに見合いの席で炭酸水ともいかないだろう。そもそも美琴は炭酸が苦手だった。ビールもコーラも飲めない。その場をとりなしてくれる仲人もいなかった。オレンジジュースもあったがフレッシュしぼりたての二千円。無理。一応財布に万札は入れてきたが、それでもジュース一杯が三日分の食費だと思うと脳が拒否してしまう。

　メニュー表を睨んで散々迷っていると、それを察したのか向かいの席に座った見合い相手、小お野の寺でら泰やす晴はるがにっこり微笑んで言った。

「ここはコーヒーが美味しいそうです。一杯ずつネルドリップで淹れるんだそうで。だから僕はそれにしますが、河瀬さんは？　同じものを？」

「あ、でしたらそれで」

　出された助け船に縋りつく。お見合いの席なんて、しかも飲み物一杯くらいなら男性側が払うのが通例だとしても（そもそもこのお見合い自体強引に設定されているし）、あまりに高いものだと躊躇してしまうのが貧乏性の習いである。返せと言われないのが分かっていても借金をしたような心持ちになって気が塞ぐ。しかし先方からそう言って貰えたら幾分気持ちは軽くなる。自分でも面倒くさい性格だとは思うのだが。

　けれどウエイターにコーヒーを二つ注文した後、泰晴はやや顔を近づけ、口元に手を寄せて囁いた。

「でも正直に言うと、こんな気取った店は慣れてなくて緊張します。河瀬さんさえ構わなければコーヒーを飲んだら別の場所に行きませんか？」

　そう告げるほんのり情けなさそうな泰晴の顔についおかしくなってしまう。

　──この人これでも結構大きい会社の社長さんなんだよね？　こんなんで大丈夫？

　慣れない場所でガチガチに緊張していた肩の力が抜け、美琴はようやく静かに深呼吸した。

　少なくともこの場所から逃げ出したい気持ちはあるから無難に答える。

「分かりました」

　いや、この後も付き合う気はないけれど。って言うか、このお見合い話自体断りに来たんだけど。それができないのは目の前の男性の顔がどうしようもなく美琴の好みドンピシャだったからかもしれない。

　パッと見は地味だけどよくよく見ればパーツの一つ一つは整っているし、肌が綺麗で清潔感がある。何よりいかにも作っていなさそうな笑顔が誠実に見えた。そばにいると安心感が湧く。何となく離れ難い気持ちを起こさせる。

　──もう少しくらい……一緒にいてもいいよね？　コーヒー一杯分くらいなら？




　美琴の返事に、泰晴はホッとした笑顔を浮かべて見せた。





　　◇◇◇






　──あ、確かに美味しい。

　運ばれてきたコーヒーに口を付けながら美琴は心の中で呟く。

　素人の美琴にも分かるほど、香りも芳醇で、味もコクがあるのにすっきりしている。ミルクを入れたベージュの水面を見つめ、その中に、目の前にいる泰晴の顔を思い描く。なんとなく恥ずかしくなって彼の顔を直視できなかった。

　──それにしても、見せて貰った写真と違い過ぎないか、このひと。

　事前に渡されていた小野寺泰晴のスナップ写真は、用意が間に合わなかったらしく見合い用のきちんとしたものではなくて、何かの式典の集合写真だった。一応中央にはいたが、本人がかなり小さく写っていたのに加えもっともっさりしたこう……垢抜けない印象の男性だったと思う。少なくともこの見合いをセッティングした彼の祖父、小野寺光こう治じ郎ろうの「孫はぼんくらで」という嘆きが入り混じった言葉を、無意味な笑顔で否定も肯定もしない程度には。

　しかし目の前の泰晴は体に合ったスーツを着こなし、髪形も綺麗に整えられ、正直かなりさっぱり系のイケメンである。頬骨から顎にかけてのラインが直線的ですっきりしていた。全体の輪郭からして写真の本人とは間違いないはずなのだが、今一つ違和感が拭えない。

「あのー……」

　美琴はもじもじと切り出す。

「はい？」

　泰晴は気さくな笑顔で答えた。

「失礼ですが、小野寺さん……ご本人ですよね？」

　美琴の問いに、さすがに泰晴も面食らった顔になる。

「そうですよ？」

「すみません、事前に見せて頂いていた写真と印象が何となく違くて」

「……ああ！　あの写真は結構前のだったから」

　泰晴はようやく得心したように微笑んだ。

「そうなんですか？」

「ええ。ちょうどいい写真がなくて、創業五十周年記念の式典だったから……もう二年前かな？　僕が会社を継ぐ前だと思います。社長就任の時の写真はやはりタイミング悪くものもらいで眼帯をつけていたもので、まだそっちの写真の方がましだと思ったんでしょう」

「二年前……」

　そう言われてみれば今より少し若かったかもしれない。美琴より確か八歳やっつ上の三十二歳だっけ？

「人前に出ることも少なかったからまだ表情が硬いですよね。しかもちょうどインフルエンザになった後だったからやつれてげっそりしてるし」

　言われてみればそうだったかもしれない。スーツの中で痩せた体が泳ぎ、襟足の髪も半端に伸びて、今の精悍さとは明らかに差がある感じだった。

「……お元気になられてよかったです」

　コーヒーカップを手にしながら美琴が無難にそう言うと、二年も前のことなのに泰治は几帳面に「ありがとうございます」と笑った。

　よく笑う人だな、と思う。その笑顔がいい。本当に嘘くさくない。

　──いやいや、いいとかないから。この人と会うのは今日が最初で最後だから！

　納得した美琴の表情に安心したのか、改めて泰晴は美琴に向かって詫び始めた。

「今回は祖父が無茶を言って本当にすみませんでした。こういうことは相手方にもご迷惑だからやめてくれと何度もきつく伝えているのですが、どうも人の話を聞かない祖父で」

「あはは、本当に急に孫とお見合いしてくれと言われた時にはびっくりしちゃいました」

　泰晴の誠実そうな雰囲気に、美琴はようやく素直に話し始める。

　そもそもこのお見合いは美琴のバイト先である定食屋の前で、泰晴の祖母が具合を悪そうにしていたのがきっかけだった。昼のピークが終わって片付けと夜の仕込みも一段落し、窓を拭こうと外に出たら、小柄な老婦人が胸を抑えて立ち尽くしていた。

　外に休めそうな場所はなかったから声をかけ、店に招き入れてコップ一杯の水を渡す。店長が迷惑そうな顔をしたけれどそこは無視した。

　どうやら暑さによる軽い熱中症だった。秋のお彼岸も過ぎてとっくに涼しくなっていい時期なのに、今年は油断するとまだ暑い日が続いている。救急車を呼ぶのは断られたものの、喋るのも辛そうな彼女に代わり、電話をして家人に迎えに来てもらった。

　彼女の伴侶だという小野寺光治郎が、お礼の挨拶にと店に訪れたのがその三日後だ。

　小柄だがいかつい肩をした老人は、一通りの礼を述べてから、髭の中の口を大きく開けて美琴に切り出した。

「もしよければ私の孫と見合いをしてみませんか」

「は？」

　当然何かの冗談かと思ったし、丁重に断った。今の美琴に、結婚を前提とした交際をする気は毛頭ない。

　しかし老人は諦めなかった。孫の写真や釣り書き、果ては住民票まで用意して身元をつまびらかにし、美琴を説得しようとした。

　小野寺泰晴。三十二歳。株式会社テラーズ代表取締役社長。企業内容は住宅内装品の開発・受注・販売とある。

「え？　社長さんなんですか？」

　一番驚いたのはそこだ。聞けば老人が創業した会社の二代目なのだという。益々話を疑った。新手の詐欺に違いない。

「私、騙されて取られるような財産も何もないですから！」

　きっぱり言ったことが更に老人を喜ばせてしまったらしい。一度で会うだけでいいからと何度も懇願され、強引に押し切られ、渋々と今日に至る。

　このラウンジに来た時は当然のように光治郎もいたのだが「若いものだけの方が喋りやすいだろう」と帰ってしまった。台風の目のような老人である。

「あまり似てませんね」

　ポロリと零れた言葉に泰晴は「ん？」と反応する。

「あの、お祖父様と小野寺さん。見た目もですけど、性格的にも？」

　強引過ぎる光治郎に比べ、泰晴はむしろ穏やかで押しが弱そうに見える。それでも細かい気配りができる辺り、やはり組織の上に立つ社長らしいのだろうか。

　美琴の言葉に泰治は苦笑を浮かべた。

「そうですね。よく正反対だと言われます。僕が会社を継ぐことになった時もかなり周囲に心配されました。あんなぼんくらで大丈夫なのかって」

「そんなぼんくらなんて！　あの、ごめんなさい、変なことを言って……」

　失礼なことを言ってしまっただろうかと慌てる。

「謝らないでください。元々ぼんやりとした性格で単なる事実ですから。でもいいんです。うちの仕事を嫌がって逃げた父と違って、僕は結構好きでやってますから」

　嫌みのないさらりとした笑い方が爽やかだ。美琴の指摘にも気を悪くしてないと分かってホッとする。と同時に、暗い失望が胸を覆った。

　泰晴はかなり美琴の好みのタイプだ。外見も喋り方もどこかおっとりしていて、ぐいぐい来られる怖さがない。押しの強いタイプが美琴は苦手だった。美琴自身に話しにくい家の事情を抱えているだけに、押されると返せるものがなくて引いてしまう。その点、泰晴は美琴が話したくないことは無理に聞き出すようなことはしないように見えた。

　けれどこの人と結婚はできない。今まで光治郎にも何度もそう言ったのに聞き届けてもらえなかった。かくなる上は本人に伝えるしかないだろう。そう思って今日はここに来たのだ。コーヒーを飲み終わったら軽くデート、みたいな雰囲気になっているが、その前に断って別れなければ。

「あの、小野寺さん」

「はい？」

　言わなきゃ。ちゃんと言わなきゃ。

　必死で切り出そうとする言葉が不意に遮られた。

「あ、ちょっと待っててくださいね」

「え？」

　泰晴は急に立ち上がると、美琴の席の後ろで一旦屈み、何かを拾ってレジの方に向かった。何かあったんだろうか。振り返って見ていると、レジで支払いをしている女性に話しかけている。女性は慌てた顔で自分の横にあったベビーカーの中を覗き込んだ。そしてお礼を言って泰晴が差し出したものを受け取っていた。

　ぺこぺこと頭を下げる女性に向かって手を振り、泰晴は美琴のもとへ戻ってくる。

「すみません、ちょうどあのベビーカーの中から何か落ちたのが見えたので」

「玩具おもちゃか何かですか？」

「いえ、靴下です。たぶんお子さんが暑くなって脱いじゃったんでしょうね。こんなに小さいの」

　そう言って人差し指と親指で大きさを示し、おかしそうに笑う。

　その泰晴の顔に胸が締め付けられる。いい人だ。なんかこのひとすごくいい人な気がする。

「すみません。河瀬さん、何か言いかけていらしたのに。なんですか？」

「あ、えっとその……」

　急に鼓動が早くなって上手く喋れなくなってしまった。言うことは分かっている。あなたと結婚はできません。だからこのお見合いもなかったことにしてください。今日はこれで帰ります。たったそれだけ。伝えるのに三十秒もかからないだろう。

　そう分かっているのになぜか声が出てこない。泰晴は余計な合いの手をいれることもなく、美琴が何を話そうとしているのかじっと待ってくれていた。

　あなたとは──。ダメだ。出てこない。

「──あの、この後、どこに行きましょうか」

　代わりに出てきたのはそんな言葉だった。美琴はこのまま泰晴と別れたくなかったのだ。





　　◇◇◇






「わー、気持ちいい」




「ちょっと散歩でもしませんか」

　そんなセリフで連れて来られたのは自然公園だった。都内にあるとは思えないほど森は深く、街の喧騒が全く届かない。天を突くような常緑樹が生き生きと枝を伸ばし、葉を茂らせ、戸外だというのに清々しい風が街の暑さを吹き払っていた。

「いいでしょう。ここ、結構散歩の穴場なんです」

　ニコニコしながら泰晴は言った。

「鳥も結構いるし、運がよければ狸も見かけます」

「狸？」

　美琴は目をぱちくりする。都内で狸？　こんな都会の真ん中で？

「ええ。最初は猫かと思ったんですが、どう見ても尻尾が違うので、あれは狸だと思うんです」

　大真面目な顔で言う泰晴に、美琴は期せずして吹き出してしまう。

「あはははは！」

「え？　美琴さん？」

　散歩中に狸を見つけて興奮する泰晴を想像したら、それだけでおかしくなってしまった。

「いいですね！　狸、私も見てみたい！」

　目尻に浮かんだ涙を拭いながらそう言うと、泰治は少し眩しそうに目を細める。

「小野寺さん？」

　美琴が覗き込むと、泰晴は腕で口元を覆って横を向く。なぜか目元の辺りが少し赤い。

「いえ、そうですね。今日もよかったら探してみましょう」

「はい！」





　　◇◇◇






　その後一時間くらい森の中を散策したが、結局狸は見つけられなかった。けれどそれとは別に、梢で鳴いている鳥の声を聴いて、それが何の鳥かを泰晴が教えてくれるから楽しかった。

「あれはムクドリの声。あ、ツグミもいるかな？」

「鳥、好きなんですね」

「ええ、まあ。見ていると可愛いというか」

　少し照れくさそうに笑うのは、大の男が小鳥なんてと揶揄されたことがあるのかもしれない。

「私は雀かカラスくらいしか分かりません」

「雀は可愛いけどカラスはなかなか厄介かなあ。あいつらはゴミ捨て場を荒らすから」

「ふふふ」

　人を評するように鳥を評するのがおかしい。

「こんな話をしておいてなんですけど……、この近くに美味しい焼き鳥屋があるんですよ。いかがですか？」

　少しきまり悪そうな泰晴の顔に吹き出す。楽しい。美琴はすっかりリラックスしていた。泰晴とこのまま離れたくない気持ちが募ってしまう。それに焼き鳥ならそんなに高くないだろう。

「好きです、焼き鳥」

　美琴の答えに、泰晴の顔がぱっと明るく輝いた。





　　◇◇◇






　泰晴が連れて行ってくれた焼き鳥屋は、美琴の予想通り煙にいぶされた気取らない居酒屋で、値段も手頃だった。

　美琴は年季の入ったメニュー表を眺めて、はしゃいだ声を出す。

「ぼんじりとハツと……あ、せせりもお願いします！」

「あいよ！」

「僕はねぎまと豚串を塩で。ついでにハイボールも。河瀬さんは？」

「あ、じゃあレモンサワーで」

　焼き鳥は最高に美味しかった。アルコールが入ったせいかどんどん気安くなり、遠慮がどこかへ行ってしまう。美琴は酒に弱い。弱いけど飲むと陽気になって止まらなくなった。泰晴も今までより陽気になっているようだ。笑顔であることは変わらないものの、目を細めたり美琴の言葉に相槌を打つだけでなく、声を出して笑うことが増えている。そのことが更に美琴を気持ち良く酔わせた。

　楽しい。楽しくて、そのことが少し辛い。

「小野寺さんの顔、本当に好みです。おっしいなあ！」

「何が惜しいんですか？」

「だって……私、結婚できないから。それなのにこんなに好みの人が現れるなんて神様って意地悪じゃありません？」

「結婚できないってどうして？」

「それは……」

　一瞬、美琴の脳裏に暗い淵が浮かぶ。しかしその光景はさっと目隠しされた。

「やだなあ、モテないからに決まってるじゃないですか！　私みたいに雑で大雑把な女、うっかり気に入ってくれるの小野寺さんのおじい様くらいですよ！」

　美琴はそう言って右手で自分の顔を抑え、左手を泰晴の顔の前でぶんぶん振る。

「そうですか？　僕も河瀬さん、かなり好みですが……」

「え？」

　酔いというのは恐ろしい。意識はしっかりあるはずなのに、自制が利かなくなる。気が付けば本音が駄々洩れになっていた。

「嬉しい～～～。私のことをそんな風に言ってくれる人がいるなんて」

　美琴の目が潤みだしたのを見て、泰晴がぎょっとする。

「か、河瀬さん!?」

「ご、ごめんなさい、これは悲しいんじゃなくて！」

「うん」

　泰晴は優しい目で「それで？」と先を促してくれる。こんな話、誰も聞きたくないだろうに。

「大学出て就職した会社、すぐに潰れちゃったんです。その次に入ったところはブラックが酷くて一年で何とか抜け出して……その後も色々求人を見て仕事探したけどなかなか本採用にならなくて。でも生活はしなきゃいけないから仕方なくバイトして。そうしたらバイトの方が人手不足で忙しくなっちゃって」

「例の祖母を助けてくれた定食屋さん？」

「はい。チェーン店で時給安いし店長の性格がきついから皆すぐ辞めちゃうんですよ。シフトも不規則ですしね。自分でもなんとかちゃんとした就職先を探したいんだけど、資格や特技があるわけじゃないからなかなか……」

　そこまで言って声が細くなる。

「なんか……結局『お前なんかいらないんだ』って言われているみたいで地味に削られてたから、小野寺さんみたいな素敵な人に好みだなんて言って頂けたら本当に嬉しくて……」

　今日初めて会った人に何を言ってるんだろう。感情の起伏が激しすぎる。呆れてるんじゃないだろうか。変な女に関わってしまったと後悔してるんじゃないだろうか。

　恐る恐る泰晴の方をチラ見すると、彼は優しい笑顔のまま美琴を見ていた。

「そっか。頑張ってるんだねえ」

　その一言で何かが溶けてしまった。

「え？　河瀬さん？　ちょ、あの……」

「え？」

　泰晴が何を焦っているのか分からずぽかんとすると、彼はポケットに手を入れてハンカチを取り出し差し出す。

「あの、涙拭いてください」

　自分の顎からぼたぼたと涙が落ちて膝に零れている。

「え？　え？　あ、……すみません！」

　気が付けば滂沱の涙を流していたらしい。慌てて自分のハンカチを取り出すと顔を抑える。

「あの、ちょっと顔を洗ってきます！」

　慌てて席を立ち、お手洗いに駆け込んだ。

　鏡を見ると案の定、ファンデーションにくっきり涙の跡がついている。何をやっているんだ自分は。とりあえず可能な範囲で直し、リップも塗り直した。元々睫毛は濃い方だからマスカラはしていない。チークをどうしようか迷ったが、鏡の中の自分は火照っているように見えて不要だと判断する。

　──いや、これは酔ってるからだから。別にあの人の前だからってわけじゃ……。

　否定しようとしても否定できなかった。泰晴といると楽しい。妙に浮かれてしまうしはしゃいでしまう。ここ数年、まともに恋愛なんかしてこなかったから免疫が薄れているのかもしれない。どうしたらいいか分からない。

　彼のことを思うと胸が高鳴る自分がいた。ハンカチを差し出してくれた手が大きくて綺麗だった。あの手に触ってみたい。触れてほしい。

　──いやいや！　何考えてるの！　これじゃあただの欲求不満じゃん！

　美琴は両方の頬を手の平でパンっとはたくと、泰晴が待っている席へ戻った。




　席に戻ると、テーブルの上に温かいお茶が用意されていた。

「あの、よかったら。気分が落ち着くと思うので」

「……ありがとうございます」

　温かい湯呑を包み込むように持って、一口啜る。それだけでホッと落ち着く気がした。

「まだ何か頼みますか？」

「いえ、あのもうお腹いっぱいだし」

　気が付けばこの焼き鳥屋に入店してから数時間経っている。泰晴と喋るのが楽しくて時間を忘れていた。

「じゃあそれを飲んだら出ましょうか。タクシーで送りますので」

「はい。ありがとうございます」

　もうこれでお別れなんだ。そう思ったらまた涙が出そうになる。これもきっとお酒のせい。自分は今情緒不安定になっているのだ。美琴は必死でそう自分に言い聞かせて笑顔を取り繕った。
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　店を出て泰晴が配車アプリを起動させる。

「数分で着きそうですね。ごめん、店の中で呼んでおけばよかったね」

　すまなさそうに言う泰晴に美琴は首をぶんぶんと横に振る。

「いえ！　なんか美味しいものたくさんごちそうになっちゃって、その上送ってもらうだなんて却ってすみません！」

「あの……」

　泰晴が言い難そうに切り出す。

「はい？」

「美琴さんは……結婚する気はないんですよね？」

　目の前がくらりと揺れる。そうだった。自分は結婚なんてできない。

「でも今日は凄く楽しかったから……握手してもらってもいいかな」

　頬を染めながら言う泰晴の顔にキュンと来た。

「あ、キモかったら全然！　今日会ったばかりの男にこんなこと言われたら引くよね！」

　慌てて撤回するのが可愛くて悔しい。

「いえ、いいですよ？　私も小野寺さんといて楽しかったし。こんなお見合いならしてよかったです」

「……本当に？」

　美琴はおかしくなって自分の手を差し出した。

「はい」

　美琴が差し出した手を泰晴は一瞬ためらってからそっと握る。その途端、脳にカチンとスイッチが入る。

　大きくてすべらかな手。彼の体温。泰晴もかなり飲んでいたせいか、結構熱い。それだけで離せなくなった。このままずっと握っていてほしい衝動に駆られ、そんな自分をどうしていいか分からず美琴は無言になる。泰晴も何も言わず手を握ったままだ。

　そこにタクシーランプをつけた車が来て二人の前で停まった。

　後部座席が自動で開き、中から運転手が「お待たせしました。アプリの──」と声をかけてくる。

「あ、はい！　乗ります！」

　泰晴は美琴の手を握ったままタクシーに乗り込んだ。

「河瀬さん、住所は？」

「あ、えっと……」

　繋がれた手に気を取られて住所すらうまく出てこない。そんな美琴の様子に勘違いしたのか、泰晴が「住所を知られたくなかったら近所の安全な場所で下ろしますけど」とフォローする。

「いえ、そんなんじゃなく！　○○区の××町です。三丁目で大きなスーパーがある……」

「○○区ですね、分かりました」

　運転手は手早くカーナビを起動させて美琴が告げた住所を打ち込み、滑らかに車を発進させる。

「ちょっと道が混んでそうだから時間がかかりそうですね。高速使いますか？」

「いえ、大丈夫です。あ、小野寺さんさえよければ」

　時間がかかればタクシー代もかかってしまう。けれど少しでも長く泰晴といられる。握られた手が熱い。熱いけれどこのまま離さずにいてほしくて美琴の心は千々に乱れてしまう。

「大丈夫です。下の道を行ってください」

　泰晴も無表情になってそう言った。目元が赤い。

　彼は握っていた美琴の手を、指を絡めるようにして握り直した。さっきより触れる面積が広くなった気がする。もしくはもっと深く触れ合っているような。たったそれだけのことなのに、体のどこかが疼いている気がして美琴は狼狽える。強く握られているわけではないからすり抜けようと思えばできたが、美琴はそうしなかった。

　泰晴の方をちらりと見ると彼は窓の外に目を向けている。けれど夜の窓に映った顔は少し怒っているような表情だった。緊張しているのかもしれない。かくいう美琴だって緊張している。さっきから胸が早鐘を打って止まらなくなっていた。彼もそうなのだろうか。

　手を握ったまま、美琴の家に付くまで二人はほぼ無言だった。何か言いたいけど何も出てこない。

　──ずっと家に着かなきゃいいのに。

　そう思うのが自分勝手だと分かっている。今日はお見合いで、でも美琴は結婚する気もなければ誰かと付き合う気も全然なかった。それなのに今はこの人とずっと一緒にいたいと思ってしまう。

　有り得ない。だって彼は社長だし。バイトで何とか食いつないでいる美琴とは違う世界の人だし。いい人だけど、このまま別れるのが正解なのだ。

　そう何度も自分に言い聞かせる内に、見慣れた風景が車窓に映る。もう五分もかからず家に着くだろう。

「あ、その先を右です」

　小さなマンションの前でタクシーが停まる。美琴は恥ずかしさと自分でもよく分からない切なさに、泰晴の顔を見られぬまま頭を下げた。

「今日は本当にありがとうございました」

　そのまま逃げるようにタクシーから降りようとすると、一瞬、手をぎゅっと強く握られる。心臓が大きく跳ねた。泰晴を見ると、彼の目が熱く訴えかけている。しかし泰晴はすぐに「すみません」と手から力を抜く。

　そのまま離れそうになった手を握り返してしまったのは美琴の方だった。

「あの……コーヒーでも飲んでいかれます？」

　ネルドリップじゃなくてインスタントだけど。そう言おうとしてやはり声が出てこない。

　泰晴は「いいの？」と聞き返す。

　美琴はこくんと頷き、手を繋いだまま二人でタクシーを降りた。このまま別れたくなかった。
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　バッグから鍵を取り出すために手を離さなくてはならなかった。鍵を開けて泰晴を招き入れる。

「あの、どうぞ。狭いところですけど」

　幅が一メートルもない玄関で、美琴は一足しかない客用のスリッパを上がり框に並べる。しかし泰晴は靴を脱ごうとしなかった。

「やっぱり帰ります」

　泰晴の言葉に自分でも驚くほどショックを受ける。

「なんで!?」

　しかし泰晴は苦し気な笑顔で言った。

「だってこのまま河瀬さんといたら……どう考えても自制できない」

「自制──」

　口の中で呟きながら言葉の意味を咀嚼する。

「我慢できなくなるって意味です。河瀬さん、可愛くて。一緒にいるとすごく楽しくて。もう可愛くて可愛くて仕方ないのに、これ以上一緒にいたら抱きしめてしまいたくて仕方なくなる」

　不謹慎かもしれないが、苦し気な彼の顔に胸がいっぱいになった。なんて誠実な人なんだろう。無理強いとか絶対しないんだろうな。

「遊びじゃ、ダメですか？」

　美琴の言葉に、泰晴の目が大きく見開かれた。

「今夜だけ……一晩だけ、オトナのお付き合いじゃダメですか？」

　何を言ってるんだろうと自分でも思う。これじゃあ軽い女そのものだ。だけど彼が欲しかった。力いっぱい抱きしめられてみたかった。どうしても、このまま彼と別れたくなかった。

「どうして結婚は無理なの？」

　泰晴は困ったように問いかけてくる。美琴は意を決して答えた。

「私、借金があるんです。……かなり多額の」

　嘘ではない。正確に言うと借金ではないが美琴には自分自身の生活や人生を削っても返済すべき、大きな負債があった。そしてそれは、今は亡き両親の遺志を継ぐ行為でもある。これを言えば引かれるのは分かっている。でも言わなければ彼は納得しないだろう。

　泰晴は数秒沈黙した後に聞き返した。

「その借金、僕と結婚して肩代わりしてもらおうとは思わないの？」

　今度は美琴の目が丸くなる。そうか。そういう手もあるんだ。しかしそれでは贖罪にならないだろう。

「……私が、ちゃんと自分で働いて返さないといけないものだから」

　にっこり笑って答えた美琴を、泰晴は近付いてぎゅっと抱きしめた。嬉しくて彼の背中に手を回してしまう。

「今夜だけ？」

　美琴の耳元で響く、上擦った声が擽ったい。美琴は泰晴の胸の中で小さく頷く。

「オトナの遊びで？」

　彼の強張った声に胸がドキドキして止まらなくなった。ちょうど美琴の耳が当たる泰晴の胸からも早い鼓動が聞こえてくる。

「シて──」

　掠れた声で囁くと、襲い掛かるようなキスをされた。今までの穏やかな彼の中のどこにそんな獰猛さが隠れていたのか。思い切り首の角度を交差させ、美琴の唇を覆わんばかりのキスだった。強く吸われ、思わず口を開けると舌が攻め込んでくる。本当に目の前の獲物を食べたいのを我慢していた狼のようだ。美琴も必死に応え、舌を絡め返す。それだけで体は熱くなり、すべての理性が粉々に吹き飛んだ。

　泰晴が欲しかった。脳が狂いそうになるほど彼が欲しかった。
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「ごめん、ちょっと……」

　そう言って泰晴は一度マンションから出て、数分で戻ってきた。一階に入っているコンビニで避妊具を買ってきたのだ。さすがに普段から持ち合わせているわけもない。美琴も自宅に用意はなかった。

　どれだけ甘い雰囲気になっても、そこで理性を失わない泰晴に美琴の胸はじんと熱くなる。同時に勢いだけで誘ってしまった自分を深く猛省した。




「寝室、あっちです──」

「うん」

　さして広くないマンションの、ベッドのある部屋へ誘導すると、その短い距離さえ離すまいと泰晴は美琴の肩を抱きながら付いてきた。

　そしてベッドの前でもう一度抱き合ってキスをする。上着は泰晴がコンビニに行っている間に脱いでいたから、彼の熱がダイレクトに伝わる。何度も濡れたキスを繰り返しながら、泰晴は美琴が着ていたブラウスのボタンを外した。フレアスカートのホックは自分で外して床に落とす。

　下着になった美琴をベッドに横たわらせると、泰晴は自分が着ていたスーツも脱ぎ、上半身裸になった。そしてベッドの上の美琴に覆いかぶさる。

「河瀬さん──」

「美琴、でいいですよ」

「じゃあ、僕も名前で」

「泰晴、さん……？」

「可愛い、美琴さん可愛い、食べてしまいたい」

「うん──」

　泰晴のキスは気持ち良かった。少し落ち着いてきたのか、最初の性急さは薄れ、味わうように美琴の口の中を舌でじっくり愛撫してくる。ハイボールの苦みが少し舌に残っていて美味しい。

　美琴もキスを返しながら彼の肌をまさぐった。

「泰晴さん……」

　彼の名前を呼ぶと、首筋を探っていた唇が美琴を強く吸った。

「う……んっ」

　思わず声が漏れてしまう。口元を覆って声を抑えようとしたら、彼の手に捕まって遮られた。

「声、聴きたい」

「や、だって……」

「恥ずかしいの？」

「うん」

　美琴が頬を染めて答えると、泰晴は目を細めて唇にキスをした。

「美琴さん、可愛い」

「や、可愛くなんかない」

　そんなこと、両親以外からは言われたことがない。言われ慣れてなくて恥ずかしかった。

　けれど泰晴は何度も「可愛い」と繰り返す。胸が熱くて擽ったくなってしまう。キスされる度に脳が甘く蕩けた。

「顔がとろんってなってるよ？」

　おかしそうに泰晴が笑う。

「まだ酔ってるのかも。泰晴さんも楽しそう」

「うん、楽しい」

　くぐもった声で笑いながら、泰晴はあらわになった美琴の肩に口付ける。

「ん……っ」

「僕がキスする度に美琴さんの体が火照ってくるのが分かる」

「や、うそ……」

「嘘じゃないでしょう？」

　唇は胸元に移った。ブラの上から泰晴の大きな手が美琴の胸を包み込んでくる。

「これ、外していい？」

　優しく聞かれて拒否できるはずがなかった。

　自ら背中を浮かせて泰晴の手を招く。彼は思いのほか器用な手つきでブラのホックを外した。胸を覆っていた淡いレースは、密着していた肌からふるんと浮いた。白い乳房が泰晴の目の前に晒された。泰晴が息を呑む音が聞こえる。

「あの、あまり見ないで……」

　羞恥に耐えきれず美琴が囁いた。しかし泰晴には聞こえなかったらしい。彼は両手で美琴の胸を覆うと優しく揉み始める。

「ん──、ん──っ」

「気持ちいい？」

「うん」

「じゃあこれは？」

　言いながら両方の先端を指で摘ままれた。

「ひゃんっ！」

　突然の強い刺激に美琴の体がびくんと跳ねる。

「美琴さん、美琴──」

　泰晴は名前を呼びながら美琴の右胸の先端に吸い付いてきた。

「はぁん……っ！」

　指よりさらにねっとりと濡れた刺激を受けて、美琴の背中をぞくぞくと快感が走る。

「や、ダメ、泰晴さん、それ──」

「やめてほしいの？」

　優しく聞かれた途端、彼の舌と唇が乳首から離れて疼いてしまった。

「や、そうじゃなくて……」

「指の方がよかった？」

　泰晴は両手の指先で再び左右の乳首を弄り始める。

「ん、……ふ、指、も、嫌じゃない、けど……んっ」

　吸われた方がもっと気持ち良かった。泰晴の舌が固くなった乳首に巻き付くだけで脚の付け根がじんじんしてしまう。

「本当に敏感で可愛いな、美琴さんは」

　嬉しそうに笑いながら、泰晴は今度は左に吸い付く。

「ひゃ、あぁああぁんっ、あ、あぁあぁああぁ……っ」

　乳首をじゅっと吸われ、舌を巻き付けられ、コロコロと転がされて美琴の啼き声も益々高くなる。両方の乳首を交互に可愛がったあと、泰晴は手の平で左右の乳房を真ん中に寄せて美琴にキスしながら同時に押しつぶした。

「ふぅん～～～っ！」

　声を塞がれたまま大きく体が跳ねてしまう。泰晴の唇が離れた途端、美琴ははあはあと荒い息を漏らした。

「悪くないね、オトナの遊びも」

　わざとふざけた言い方に、美琴は寂しさと嬉しさを同時に感じた。当たり前に想い合う相手として抱き合えない寂しさと、それを受け入れてくれる泰晴の優しさへの嬉しさと。

「泰晴さん……」

「こらこら、そんな顔で煽っちゃダメでしょう」

「だって……」

「遊びじゃ終わらなくなる」

　少し切羽詰まった声で言われて、嬉しさが増した。

「うん。いっぱいシて……」

　彼の首に腕を巻き付けてキスを繰り返す。泰晴の手が美琴の下肢にのびていった。ゆっくりと太腿を撫で、更に臀部を撫でまわした。気持ちいい。ゾクゾクする。

「下着、脱がせていい？」

「……うん」

　ブラとお揃いのレースショーツが足から引き抜かれた。泰晴の手が足の間に忍び込んでくる。

「あ、そこは……」

　長い指が柔毛を掻き分けて陰部に入り込んだ。

「すごく濡れてる」

　言われてカーッと顔が熱くなる。しかも襞の間を行き来する泰晴の指が、ぬちゃぬちゃと否が応にも濡れた音を響かせていた。

「嫌じゃない？」

「へ、平気……」

　辛うじてそう答えた。

　しかし更に奥に潜り込もうとして、泰晴の指が止まる。

「……もしかして、初めて？」

　美琴の顔がより一層熱くなった。

「あの……縁がなかったって言うか……言ったでしょ？　誰にも必要とされないって」

　自虐的に聞こえただろうか。そう思うと胸が苦しくて泣きそうになる。処女のくせに遊びに誘うだなんて泰晴は呆れただろうか。このままやめてしまうだろうか。

　しかし泰晴は怖いほど真剣な顔で言った。

「僕は今、これ以上なく美琴さんが必要だけど」

「え？」

　泰晴は美琴の脚に自分の股間を押し付けた。泰晴の下着越しに、固く熱い塊の感触が伝わった。

「分かる？」

「え、えっと、はい──」

　さすがに処女でもそれがどんな状態かは分かる。

「でも初めてだと痛い思いをさせてしまうかもしれない」

　心配そうな顔で美琴を覗き込む泰晴に胸が詰まる。なんでこんなに優しいんだろう。ダメなのに。これはオトナの遊びで、好きになっちゃダメなのに。

「痛くても……泰晴さんならいいですよ？」

　正直にそう言ったら、泰晴の首筋が真っ赤になった。

「分かった。でも最大限の努力はさせてもらうね」

「え？」

　何を言われたか分からず聞き返すと、泰晴はそのまま体をずらして美琴の脚を広げさせる。そして大きく開いた足の間に自分の顔を近づけた。

「え？　あ、や、ダメ──っ」

　拒絶する間もなく陰部に口付けられる。

「や、そんなとこ汚い、やめ……ぁあんっ」

　尖らせた舌は濡れた襞の間に差し込まれ、じゅるじゅると吸うようにして美琴の愛液を舐めていく。逃げようとしても太腿を両手でがっちり抱き込まれて完全に下半身はホールドされていた。濡れた粘膜に陰部を丹念に愛撫され、初めての感触に戸惑いながらも美琴の脚の奥はどろどろに溶け始めた。気持ちいい。怖い。気持ち良すぎて怖い。脚の間で溶けた快楽は、更に腹部の方まで押し上がり、爆発しそうな兆しを見せる。

「や、ぁあん、あ、なんかくる、きちゃうよぉ……っ」

　泰晴は更に舌を上部に動かし、襞の中に隠れていた淫粒を探し出してジュっと吸った。

「あぁあぁあっ！！！」

　不意にせり上がってきた快感に、美琴はシーツを握りしめたまま一気に頂点まで押し上げられた。視界はチカチカし、体中が細かく痙攣している。息が上手くできなくて苦しい。そんな美琴の体を、宥めるように泰晴が優しく撫でてくれた。

　体は一気に弛緩し、蜜洞だけがピクピクと震えている。

「よしよし、上手にイけたね。気持ち悪くない？」

　頬を撫でられ、ぼんやりとした目を泰晴に向ける。

「よく、分かんない……」

「そっか。初めてだもんね。もうやめたくなってない？　怖いとか気持ち悪いとか」

　泰晴の声はどこまでも優しい。

「分かんないけど……やめないで……」

　美琴の返事に、泰晴は微笑んで額にキスを落とした。

「じゃあ、今度は少しほぐすよ？　嫌だったら言って」

　そう言いながら泰晴は蜜口に指を入れる。美琴は生理の時にタンポンを使うので、それ自体に違和感はなかった。しかし入っているのが泰晴の指だと思うとやはり緊張はしてしまう。

「どう？　大丈夫そう？」

　差し込まれた指がぐるりと美琴の内側を撫でている。違和感はあるが嫌悪感はなかった。

「だいじょうぶ……だけど……」

　初めて受け入れる異物に、つい力んでしまうのは否めない。今、自分の淫部には彼の指が入っているのだと思うと、どうしていいか分からない。

「うん。じゃあ、もう少し力を抜いてみて。その方が楽になると思うから」

　力を抜く。そう考えて、ゆっくり深く深呼吸をした。大丈夫。泰晴なら大丈夫。

「ああ、上手だね。これなら指を増やせるかな？」

　そう言いながら、泰晴の指は二本に増え、美琴の蜜洞を探り始める。

「ん……、ん……、」

　緩慢な指の動きに、けれど再び美琴の中の快感が高まってくるのを感じる。

「分かる？　ここ、美琴さんの内側、僕の指に絡みついてくるみたいだ」

「……よく、分かんないけど……気持ちいい」

「そう、よかった。それじゃあこれは？」

　今度はその指を激しく抜き差しし始めた。じゅぽじゅぽと隠微な水音に美琴の官能が高まっていく。

「ん、泰晴さん、私へん……ぁあ、あ、ぁんっ！」

　不意にもう片方の手でクリトリスを押しつぶされ、美琴は再びイってしまった。

　ハアハアと息を荒らげる美琴の唇に、泰晴のキスが落とされる。堪らずに自分から舌を絡めた。キスをしてもしても足りなくて、もっと深く欲しくなる。

「泰晴さん、私──私──……」

　それでも何と言ってねだればいいのか分からなかった。けれど泰晴には通じたらしい。

「ちょっと待っててね」

　彼はおもむろにジャケットのポケットから小さな箱を取り出すと、口でパッケージの封を切って陰茎に装着する。

「それでも痛いかもしれないけど……ごめんね」

　すまなさそうに言う泰晴に、美琴はこくんと頷いた。

「少しだけ、がまんして──」

　泰晴は押し殺した声でそう言うと、膝を立てて大きく広げた美琴の足の間に固く立ち上がった男根を押し当て、ゆっくりと挿入した。

「あぁあ…………っ！」

　ずぶずぶと美琴の中に泰晴の半身が入ってくる。まるでそれ自体が生き物のように、狭い隘路を果敢に押し開き、奥へと突き進んでいく。涙を滲ませながら泰晴を見上げると、彼の肌にも汗が滲んでいた。指でほぐしてもまだきついのだろう。美琴も与えられる痛みに必死で耐えた。

　愛しい。体は辛いのに、こんなにも嬉しい。

「泰晴さん、好き──」

　思わず零れていた。しかしその言葉が零れた途端、美琴の中で泰晴が更に大きく固くなる。

「もう！　君って人は！」

　泰晴は乱暴にそう言い捨てながら、美琴の中をゆっくり行き来し始めた。美琴の上で、泰晴は汗ばんだ体を押し付けながらナカを擦り上げていく。時折互いの胸がぶつかって、固くなっている先端を刺激した。その刺激が更に美琴を狂わせていく。

「あ、やだ、熱い、溶けちゃうよぉ！」

「僕も、美琴、一緒に溶けて──」

「あ、ぁん、あぁあ、泰晴さん、泰晴さん……っ！」

　どうしてよいか分からず、ただシーツを握りしめ、泰晴の動きに翻弄される。彼の動きはどんどん激しくなり、何度も美琴の一番奥を突きあげた。泰晴の体がしっとりと汗ばみ始める。互いの濡れた肌が動きをさらに加速させた。結合部もぬちゅぬちゅと淫猥な水音を響かせている。

「あ、もうダメ、や、イく、イっちゃう……！」

　覚えたばかりのオーガズムが、美琴の体を性急に震わせ、高みへと押し上げる。美琴は振り落とされないように泰晴の体にしがみついた。その動きに呼応するかのように、泰晴の男根は膨れ上がり暴れまわる。既に痛いのかどうかもよく分からなくなっていた。

「お願い、もう──っ」

　これ以上は我慢できない。おかしくなってしまう。

　美琴が必死で絞り出した言葉に、一層高く腰が持ち上げられ、これ以上なく深く突き立てられる。美琴の宙に浮いた爪先がピンと反り返った。

「僕も──もう……っ！」

「あ…………」

　頭の中が真っ白になり、何も分からなくなる。

　泰晴も一気に強く突きあげると、同時に射精して果てた。薄いラテックスの中で放出し続ける泰晴の分身を、美琴の内側がびくびく震えながら受け止めていた。

「う……っ」

　微かなうめき声を漏らしながら泰晴の体が落ちてくる。眉間に皴を寄せた顔が悩ましくも色っぽい。そんな彼の体を、美琴は四肢を絡めたまましっかりと受け止めて抱きしめる。

　落ちてくる泰晴と目が合い、条件反射のように唇を重ねた。泰晴の頭を抱きしめ、互いの唾液を飲み尽くすように口の中を舐め合い、舌を絡め合う。どろどろと溶け合うような感触が気持ち良くていとおしかった。

　二人は体を繋げたまま、荒い息が落ち着くまでベッドの中で抱き合っていた。
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　背中が温かい。

　意識が戻った時、最初に思ったのはそれだった。後ろから抱きしめられている。しかも裸で。

　そう気付いた途端、一気に覚醒した。

　──昨夜、私、彼と──。

　思い出した途端、足の間からツキツキと痛みがあるのを自覚した。変に力んでいたのか太腿も。

　美琴の肩の辺りから、泰晴の安らかな寝息が聞こえてくる。どうやらあのまま二人とも眠ってしまったらしい。

　──うひゃー、うひゃー。

　自分の行動が信じられなかった。酔っていたとはいえ、初めて会ったばかりの男性といきなりこんな風になるなんて。

　しかもかなりはしたなく乱れた気がする。初めてなのに。初めてだったのに。

　羞恥と自己嫌悪で頭の中がぐるぐると混乱の渦になった。

　確かに好みのタイプではあったけど。それにすごく優しい人だったけど。

　昨夜の泰晴の顔が走馬灯のように流れていった。

　優しい笑顔。少し情けない表情。美琴を抱いた時の、雄の獰猛さ──。

　思い出しただけで子宮が震えてしまう気がして、美琴は猛烈に自己嫌悪に陥る。

　──本当になにやってるの、私は！

　美琴の身動ぎに、背後の泰晴も目覚める気配がした。

「美琴さん……？」

　驚くほど耳に馴染んでしまった声。まだ寝ぼけているらしく、少し掠れた声が可愛い。

「ごめん、眠っちゃった。今、何時くらい……？」

「あ、ちょっと待ってくださいね」

　美琴は近くにあったシャツを羽織り、ごそごそと床に落としっ放しにしていた鞄からスマートフォンを取り出す。

　待ち受け画面を見てギョッとした。鬼電が入っている。ＳＮＳのメッセージもだ。三十八件？

　普段は殆ど電話を受けることはなかったし、一応お見合いだからと着信音を消していたのがまずかったらしい。

　電話もメッセージもバイト先の店長からだった。

『非常事態！　急病と急用のスタッフが出たから急遽出れない？』

『やばい。夜のシフト殆どいない。出て！』

『電源切ってるのか!?　非常事態なんだけど！』

　かなり切羽詰まったメッセージが続き、そうする暇もなくなったらしく途中で届かなくなった。その代わり日付が変わる頃に怒りの感情に任せた留守電が入っていた。

『必要な時に電話も繋がらないなんて社会人としてどうなんだ！　もう二度と来なくていいから！』

　耳をつんざくような怒鳴り声がスマホから流れて切れた。

「え？」

　意味が分からなくなって美琴は呆然とする。

　確かに人手が足りない時、呼びだされてシフトに入るのはしょっちゅうだった。とにかく感情的な店長なのでスタッフが続かないのも致命的だった。

　そして美琴のようなフリーターは、主婦や学生と違って使い勝手がいい。時間の自由度が高いからだ。美琴も個人的に稼ぎたかった理由があり、都合がつく限り受けていた。それを有難く思うどころか、逆にすっかり便利係として認識されていたらしい。

　昨夜はよほど人が足りなかったのだろう。それは店長の焦り声にも表れていた。そんな店長にとって、緊急時に連絡がつかないスタッフは致命的だと思われたのだろう。

　とは言え元々休みだったのだ。クビを言い渡される筋合いではないと思う。

「あー……」

　筋合いではないと思うが、わざわざ謝ったり店長の機嫌を取って店に戻るのも億劫で理不尽な気がした。しかし正論を吐けば逆切れするのも目に見えている。どっちに転んでも面倒くさい。

「今の声、美琴さんとこの店長さん？」

「ええ、まあ……クビになったみたいだから『元』ですけど」

　にゃははと美琴は力なく笑う。また仕事を探さねば。もちろん選ばなければいくらでもあるだろう。安くてきつい仕事が。

　それにしたって福利厚生がついてるところを狙うとやはりある程度限られてくる。短期バイトでしばらく凌ぐしかないだろうか。雇用保険に入れてもらえるよう再三お願いしていたはずだが、のらりくらりと逃げられていた。

　さすがにがっくりきて美琴は肩を落とす。

「あの、美琴さん？」

「あ、すみません。時間ですよね。えーと、朝の四時過ぎかな。お時間大丈夫ですか？」

　四時過ぎに大丈夫も何もないだろうが、混乱していた美琴は定型文しか言えなくなっていた。

「なんか、ごめんね。僕が……変に盛り上がっちゃったせいで」

「いえ！　あの、私も楽しかったし！　色々嬉しかったし！」

　慌てて泰晴の方を向き、両手を胸の前で振った。

「だから、泰晴さんのせいでは決してなくて……」

　言いながら目の縁からぼろりと涙が零れ落ちてしまった。

「あ、やだ、そんなんじゃなくて……本当に優しくしてもらってすごく嬉しかったので……！」

　そこまで言うと、喉が詰まって声が出なくなる。何か言えばまた涙が吹き出しそうだった。そんな顔を見られたくなくて、美琴は深く俯いてしまった。

　楽しかったのも嬉しかったのも本当だ。泰晴と一緒にいると時間を忘れるくらい楽しかったし、抱き合った時の嬉しさもこの上なかった。

　──いやいや、あれは遊び！　あくまで大人の一時的な火遊びだし！

「あの、さ──」

　泰晴がおずおずと切り出す。

「……はい」

　何を言われるのか怖かった。仕事を失い、同情されたらと思うと惨めだった。

　しかし泰晴のは相変わらずの穏やかな口調で淡々と言った。

「だったら、僕のところで働きませんか？」

「え？」

　泰晴の言っている意味が分からず涙が引っ込む。

「仕事内容は家事全般。掃除洗濯食事の支度、かな。慣れてきたら公式の場での同伴もお願いしたいけど」

「あ、あのそれはつまりお手伝いさん的な……？」

　泰晴は感情の読めぬ真面目な顔で答えた。

「そうだね。僕の偽装妻になってみませんか？」

　美琴の目が点になる。なんて言った、この人？　今、私は何を言われたの？

　美琴の混乱をよそに、泰晴はううむと唸って更に切り出す。

「そうだなあ、時給三千円でどう？」

「ええ!?」

　思わず大きな声が出た。

　今までのバイト先の約三倍だった。







２．高時給のバイトをゲットしました








　時給の高さに、咄嗟につられなかったと言えば嘘になる。お金は欲しかった。かなり切実にだ。毎月の返済プラス切り詰めていても生じる生活費。

「冗談、ですよね？」

　固くなった笑顔で美琴は聞き返す。

「いや、結構本気です」

　しかし泰晴は真面目な顔できっぱりと言い切る。

「祖父に会ってるから分かると思うけど、あの人本当に強引でね。自分と正反対のタイプの孫に跡を継がせたから心配もひとしおなんだろうけど、それもあってかとにかく僕を結婚させたがって困ってる」

　しみじみと話す声は、本当に困っているようだった。

「泰晴さんは……結婚したくないんですか？」

「そういうわけじゃないけど、誰とでもいいってわけにはいかないでしょう」

「それはまあ……」

「その点、美琴さんなら一緒にいて楽しいし……あ、でも家事が苦手って言うんなら無理にしなくてもいいけど」

「え？　そんな！　家事くらいさせてください！　大したことはできませんけど！」

　思わず言ってしまってからしまったと口を塞ぐ。

「えっと、だって、妻としているだけってのも手持無沙汰ですし……」

　美琴の言葉を聞いて、泰晴の顔がぱっと明るくなる。

「じゃあ結婚してくれるの？」

「それは……！」

　正直に言えばしたい。いや、結婚できなくてもいい。泰晴のそばにいたい。でも──。

「やっぱ無理です」

　ぼそりと暗い声が出た。

「借金があるから？」

「……はい」

「僕がその借金を立て替えて返済してもらう方法もあるけど……それはダメなんだよね？」

「はい」

　間髪入れずに答える。

「それでも私が働くことには変わりないんでしょうけど……先方と、簡単に縁を切るわけにはいかないので」

　脳裏に両親の顔が浮かぶ。一人っ子だった美琴を、大事に慈しんでくれた両親だった。美琴が作った負債なのだ。誰かに肩代わりしてもらったら、天国の彼らに顔向けができない。

「うん。そんな感じだよね。だから、僕のところで直接働きませんか？」

　泰晴は美琴の言葉をいったん受け取ってから提案する。決して否定から入らないのが有難い。とはいうものの、

「でも……だからって偽装妻って……」

　さすがに正規の仕事とは言えない内容に「じゃあそうしましょう」とは簡単に言えない。それでも泰晴は諦めようとしなかった。

「確かにあまり表立って言える仕事ではないけれど、美琴さんが受けてくれたら僕はとても助かるんだけど」

　眉尻が垂れ、少し情けない顔になる。まるで小首を傾げたプレーリードッグのようだ。そんな生き物に美琴は弱い。ものすごく弱い。思わずぎゅうぎゅう抱きしめて頬擦りしたくなったが必死に耐えた。この人は人間。しかもいい会社の社長さん。頭の中で自分にそう言い聞かせる。気を取り直して聞き返した。

「泰晴さんこそいいんですか？　社会的な立場がある人が、借金のある女を妻にだなんて」

　むしろそっちの方が心配だった。自分が妻になんてなったら泰晴の立場が悪くなるのではないだろうか。

「まあその辺はどうにかなるでしょう」

　いまひとつ根拠のない自信を見せて泰晴は笑った。

「そもそも美琴さんはうちの祖父母に気に入られてるしね。もちろん労働内容や労働時間はきっちり決めるし、ある程度の自由も保証します。家族の手前面倒な部分もあるけど、その辺は高時給ということで納得してもらえれば」

「ええ、それはまあ……」

　楽な仕事で高給を貰うつもりはない。ちゃんと労働に見合った単価であってほしい。もっとも時給三千円の仕事なんてしたことないからよく分からないが。いよいよ最終手段として見ていたナイトワーキングとなったらそれくらいだっただろうか。バイトアプリでチラ見しただけなのであまり覚えていないけれど。

　いまひとつ煮え切らない美琴の返事に、泰晴は大きな欠伸をしてから続けた。

「とりあえず、まだ早いからもうひと眠りしませんか？　詳しくは起きてから決めるってことで」

　やはりどこか寝ぼけているのか、泰晴は当たり前のように美琴に向かって両手を広げる。激しく混乱しているせいか、ついつい美琴も魔法にかかったようにその腕の中に入り込んでしまった。

　布団の中でぎゅっと抱きしめられ、十秒もせずに泰晴の穏やかな寝息が聞こえてくる。

　それだけで何となく安心できるような気分になって、美琴もとろりと目を閉じて眠ってしまった。
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　翌朝、起きてからの泰晴の草案作りは早かった。仕事で慣れているのかもしれない。

　偽装結婚した場合の美琴の給料形態や勤務時間、勤務内容を事細かに設定し、想定外の内容についても言及していく。

　朝七時から夜八時までが勤務時間で、仕事内容としては泰晴が出勤するまでの朝食づくりなどから始まり、掃除や洗濯、買い物等を行う。間にトータル五時間の休憩を適宜挟みつつ、夜は帰宅後の泰晴の食事や入浴準備である。

「可能な限り一日の労働時間は八時間以内に収めてもらうつもりです。週休は二日、僕の休みに合わせて土日にとってください。給与は月末締めの五日支払いで。福利厚生に関しては保険や年金は僕の扶養に入って頂くことで問題ないと思いますが、雇用保険は難しいので、別途積立の形でどうでしょう？」

「あ、はい。大丈夫です」

　立て板に水のように話す泰晴の言葉に、美琴は付いていこうと必死に内容を咀嚼する。

「そうすると基本給が三千円×八時間×約二十二日として五十二万八千円、但しそこから食費や光熱費の一部をご負担頂くとして、そうすると食費の設定も必要ですね」

「え、あの、えっとちょっと待って！」

　手取りでないとはいえ五十万を超えた給料の金額に、呆然としてしまう。

　──いやいや、家賃や光熱費も引いてもらうんだから、……それにしたって、何この高給。

「やっぱり時給三千円は高すぎると思います。家事だけやってそんなに頂くわけには……」

　怖気づいた美琴を、泰晴が凝視する。

「家事だけ、ではありません。やって頂くのは家政婦ではなく僕の妻です」

「はあ……」

　泰晴が何を言わんとしているのか分からず、美琴はその内容を必死で考える。

　──え？　妻の役割って言ったら、それはつまり夜の営み的な!?

　考えただけで顔から火が噴きそうになる。

「面倒な親戚付き合いもあるでしょうし、会社の行事に参加することも全くないとは言えません」

　──そっちか！　口に出さなくてよかった！

「当然その際は臨時報酬をお支払いしますが、嘘を吐いてごまかすことになるわけですから、精神的な負担や肉体的な負担はそれなりにあると思います」

「そ、そうですね……」

　よく分からないけどたぶん。ばれないようにうまく立ち回らねばならないだろう。

「それに偽装とはいえ入籍するわけですから、戸籍の移動もあります。夫婦別姓も認められていない国なので、僕に合わせて姓を変えて頂くとなるとかなり煩雑な作業が発生します」

「──なるほど」

　言われてみたらその通りである。クレカやスマホ、住民票や戸籍謄本、その他諸々すべて変更が必要になるわけだ。

　泰晴の説明はきわめて経営者らしく理路整然として淀みがない。いかにも頼れる社長という感じだ。プライベートしか知らなかった彼の素顔とのギャップに、再び胸が高鳴ってしまう。仕事をしている時はいつもこんなふうなんだろうか。めちゃくちゃかっこいい。

「そしてこれがあくまで偽装結婚である以上、美琴さんが辞職を望んだ場合も同じ手続きが必要になります。もしかしたら入籍以上に面倒かもしれない」

　彼は並べ上げた条件のメモを片手に、少し険しい顔になった。

「辞職？」

「例えば、ですが……美琴さんに他に好きな男性等ができて婚姻関係を解消したくなった時、離婚手続きが必要になるってことです。その場合、美琴さんは世間で言うところのバツイチと呼ばれることになる」

「あ」

　その可能性にやっと思い付いて、自分の間抜けさにがっくりした。そうか。例えば泰晴に好きな女性ができたとしたって、離婚する可能性はあるわけだ。今はたまたま早急に横からごちゃごちゃ言われない相手が欲しいだけであって、いずれ本命ができないとも限らない。その場合は偽装妻である美琴が身を引くのが筋だろう。

「ね？　どう考えたってこの関係は美琴さんの方がリスクが高いんです。そう考えたら決して高すぎる時給ではないと思いますが」

　途中から泰晴の声が聞こえなくなっていた。もし泰晴に他に好きな人ができたらどうしよう。その時は潔く身が引けるだろうか。

　黙り込んでしまった美琴に、泰晴が不安そうな顔をする。

「脅すようなことを言ってごめん。やっぱりやめたくなった？」

「え、……っと、その──」

　湧き上がる不安を抑え込んで、必死に考える。

　今現在、美琴は仕事をクビになり無職になってしまった。

　けれどお金は必要だ。生活費以上に毎月の返済資金を稼ぐ必要がある。それを考えたら泰晴との契約はかなり魅力的だった。月々の返済を増やしたとしても尚、貯金できる余裕が十分にある。結婚期間がどれくらいに及ぶかは分からないが、長ければ長いほど美琴が楽になるのは事実だった。

　そして──。

　自分は結婚なんてできないと思っていた。けれど偽装なら。あくまで就職という意味での結婚なら構わないんじゃなないだろうか。言わば需要と供給の関係だ。感情で傷つけあうこともないだろう。

　なにより。

　──もう少しだけ、泰晴さんと一緒にいられる？

　結婚の理由は何であれ、その事実が美琴の気持をぐらぐらに揺らしていた。

　確かにリスクはある。かなり努力も必要だろう。けれど悪い話ではない。

「します。結婚」

　下心と本音がごっちゃになって、つい承諾の言葉が漏れる。

「……本当に？」

　暗く翳っていた泰晴の目に、光が灯った。その目を見ただけで、断れないと思ってしまった。断らない限りは頑張るしかない。

「どれだけ御社の役に立てるか分かりませんが、精一杯務めさせてください！」

　まるで入社試験のようなセリフと共に、美琴と泰晴の結婚が決まった。

　泰晴は目尻をほんのり赤く染めながらも、美琴の気持が変わらぬうちにという感じで口走る。

「じゃあ、改めて契約内容を書面で用意しますね。それを精読してもらって、問題がなければ署名捺印お願いします。──婚姻届にも」

　美琴は「はい、よろしくおねがいします！」と頭を下げた。





　　◇◇◇






　数日後、契約内容を書面にしてから署名捺印すると、話は美琴が呆気にとられるほどとんとん拍子に進んでしまった。

　見合いを設定した光治郎たちは大喜びで結婚式をどうしようか相談を始めるし、暮らす場所も小野寺家で余っている客間の一つをと言われたのだが、差し当たっては泰晴が住んでいる会社の近所のマンションに美琴が引越すことにした。光治郎たちには残念そうな顔をされたが、少しでもバレるリスクを減らすために「新婚くらいは二人きりで」と押し通した。

　美琴の両親が既に他界し、天涯孤独だったこともあって、式は身内でひっそりと済ませ、会社関係は改めてお披露目会をすることで落ち着いた。

　あくまで偽装結婚なのでなるべくお金を使わずにいてほしかったが、泰晴の立場上そうもいかないのだろう。美琴が不安そうな顔をすると「必要経費だから大丈夫。税金対策にもなるしね」と泰晴は笑う。本当なのか、それとも美琴を安心させるための冗談なのかは判断がつかなかった。

　泰晴の両親に関しては、さすがに急な話だったこともあってもろ手を挙げて賛成という雰囲気ではなかったが、それでも息子が決めたことならと静観してくれるらしい。

「美琴さん、本当にいいの？　うちのぼんくら息子で」

　泰晴の母親、玲れい子この、身内らしい辛辣な言葉に面食らいつつも、美琴は脊髄反射で「泰晴さんはぼんくらじゃないと思います！」と力説してしまう。

　言ってからしまったと口を押さえたがもう遅かった。玲子やその場にいた父親の弘ひろ之ゆきは一瞬呆気にとられる顔になったものの、真っ赤になってしまった美琴に安心させるように「それならいいわ」と頬を緩めたのだった。





　　◇◇◇






　思ったより引越しの手間はかからなかった。一人暮らしだったからさほど荷物はない。入籍する前に美琴の御両親の墓参りに行きたいと、泰晴が言ってくれたのが嬉しかった。

「一応偽装結婚とは言え、大事なお嬢さんをお預かりするわけだから」

　そう言って、泰晴は一緒に掃除した両親のお墓に丁寧に手を合わせてくれた。

　美琴自身、事情が事情なので「幸せになります」と報告するわけにはいかなかったから、とりあえず「頑張ります」とだけ報告する。

　──事実を知ったら両親は怒るだろうか。供えられた綺麗な花と、風になびく線香の紫煙の行方を眺めながらぼんやりと考えた。水に濡れた墓石が日を浴びて光っている。怒られてもいいから生きていてほしかった。

　それから区役所に婚姻届を提出して入籍を済ませる。

　結婚式はチャペル式のパッケージプランで済ませ、食事だけは一流の店を手配した。とにかく「夫婦になる」ことへのスピード感を優先した。それでも花嫁のドレスや花材等は泰晴の希望を優先して質のいいものになったのだが、その辺りは美琴の反応を読んでた節がある。

　美琴に遠慮させないような気遣いの上で、かなり希望に沿ったものにしてくれたと気付いたのは、少し後になってからだ。

　何はともあれ様々な名目を整えて、晴れて二人は夫婦となった。

　お見合いをしてから一か月後のことだった。





　　◇◇◇






　同居生活は思った以上に円滑だった。それは何より泰晴の人柄によるものが大きいと美琴は感じている。彼の最大の美点はとにかく話を聞いてくれるということだった。家具の配置、買い物の段取り、食べ物の好みや譲れない生活習慣。美琴が困っていることや迷っていることがあると「どうかした？」とすぐに話を聞いてくれる。そしてどんな些細なことでもどうしたらいいかを一緒に考えてくれた。もっともそんな泰晴だから偽装結婚を決めたのだけど。

　一緒に生活する上で、二人の関係はとてもすんなりと気安い『家族』に近付いていた。




「何を見ているんですか？」

　勤務時間を終えて、ゆっくり入浴を済ませた美琴は、リビングのソファで何かを見ている泰晴に声をかけた。二人が入籍してから一週間経っている。本当は新婚旅行に行くのを勧められていたのだが、泰晴の多忙を理由に延期ということにしてあった。

　実際、美琴と急いで入籍するために、泰晴はかなり無理して仕事を詰め込んでいた。それを美琴が知ったのも結婚式の後だったのだが。

　既に入浴を終え、パジャマ姿でソファに座っている泰晴の、背中越しに手にしているものを覗き込む。彼が手にしていたのはなんと二人のウエディングフォトだった。

「いやあ、やっぱり結婚式はしてよかったなあと思いまして」

　ローテーブルの上に缶ビールを置き、泰晴は嬉しそうにニコニコとみている。

「あ、やめてください！」

　慌てて美琴は台紙に貼られた四つ切写真を取り上げようと手を伸ばした。

「なんで？　やっぱこっちのドレスで正解だったよね。美琴さんに凄く似合ってた」

　写真の中にはオフショルダーのオールカラーに王道のＡラインのドレスを身に付けた美琴が泰晴と並んで写っている。

「だって……、恥ずかしいです！」

　けれど泰晴は取られまいとめいいっぱい手を伸ばして写真を美琴から遠ざけた。

「その恥ずかしそうで初々しいのがすっごくよかった」

「泰晴さん！」

　しみじみ言われて顔から火を噴きそうになり、思わず美琴は叫んだ。

　確かに自分でも信じられないくらい似合っていた。緩く巻いた髪にブーケと同じ生花を絡め、同じ花のモチーフのネックレスを付けている。

　ヘアメイクもフェイスメイクも、プロがやっただけあってナチュラルでありながらとても綺麗だ。自分がこんなお姫様みたいになれるなんて思ってもみなかった。

「こう、あらわになった首や肩のラインが何とも言えず色っぽいというか……」

「それ以上はセクハラです！」

　恥ずかしさのあまり叫んだら、泰晴はハッとした顔になり、即座に「ごめんなさい」と項垂れる。

「いや、あの、褒めて頂けるのは本当に嬉しいんですけど……」

　しょんぼりしてしまった泰晴の姿に、今度は逆に慌てた。そうだ、泰晴は真面目な男なのだ。嘘はつかないし、冗談でも失言だと思ったらすぐに謝罪してくれる。その真面目さに、美琴はどこか救われていた。

「ごめんなさい。こういうの、褒められ慣れてなくて、恥ずかしいだけなんです……」

　声がどんどん尻すぼみになる。

　昔はそれなりにおしゃれも好きだったと思う。けれど父親が亡くなってからしなくなった。自分にそんな資格はないような気がしたからだ。

　ほぼノーメイクの美琴に母親は「少しくらいお化粧したっていいじゃない」とぼやくのでファンデーションとリップくらいはしていたが、それすらどこか罪悪感が沸いていた。

　だからこそプロの技術で綺麗になった自分には心底驚いたし、正直嬉しくもあったのだが、泰晴に褒められるとそれ以上の擽ったさに見舞われていた。

　──だって、偽物の妻なのに。こんな風に喜んだら本当の新婚さんみたい。

　うっかり浮かれてしまわないように必死だったともいえる。しかしだからと言って泰晴を責めたいわけではなかった。

「あの、泰晴さんも素敵でした。シルバーグレイのタキシードがよくお似合いでしたし」

　そこではじめて泰晴は顔を上げた。

「本当？」

　子犬のような目で見上げられて、ついドキドキしてしまう。

「本当です。こう、直視できないほどかっこよかったって言うか」

「えー、美琴さんにそう言われたら僕も照れますね」

　えへへと笑う泰晴が可愛い。つい頭を撫でそうになって堪えた。これは偽装妻としては越権行為な気がする。

「じゃあ、この写真は一人の時にこっそり見ることにしますね」

「……そうしてください」

　ダメとも言えず、辛うじてそう答える。悪気はないのだから仕方がない。ドレスだって泰晴が用意してくれたものなのだから、写真を見る権利くらいあるだろう。

「じゃあ、僕はそろそろ寝ますね」

「……はい」

　寝室は別々だった。一応建前として泰晴の寝室はダブルベッドに買い替えてあるが、美琴は客間である和室に布団を敷いて寝ている。お見合いをしたあの夜以降、泰晴とは一度も触れ合っていない。偽装妻としての契約が決まってからそれどころではなかった。

　正直、泰晴との夜の営みを期待してないわけではなかったが、美琴からは恥ずかしくて言えるはずもない。

「和室、寒くないですか？　あの部屋だけ北側だし」

「いえ？　エアコンがちゃんと利いてますし、お布団もふかふかですし」

「……そうですか」

　立ち上がった泰晴の背中が少し寂しそうに見えるのは気のせいだろうか。そこで誘われている可能性に思い付き、ハッとする。

　──え？　でも考えすぎ？

　泰晴も同じことを考えていたりするんだろうか。偽装妻として、えっちはあり？　なし？

「……和室の寝心地、確かめてみますか？」

　意を決して切り出してみる。勘違いだったらどうしよう。

　けれど泰晴は焦ったように振り返り、美琴をじっと見つめた。

「それは……雇用者としてパワハラやセクハラになるんじゃないでしょうか」

　かなり切羽詰まった顔である。断らなきゃいけないのに断れない、的な。意味は通じているのだ。

「ハラスメントは嫌がらせや強要って意味でしょう？　この場合、私の方が言い出したんだから、それには当たらないと思います」

　心拍数が上がるのを自覚しながら、美琴は必死で答える。

「もちろん、泰晴さんが嫌だったら断ってください」

　強要はできない。雇用者からでも、被雇用者からでも。

　リビングに三秒くらい沈黙が流れた。その間も美琴の胸の奥では鼓動が爆速で鳴っている。喉から心臓が飛び出しそうな勢いだ。

　それから泰晴は踵を返し、ソファの横に立っていた美琴をそっと抱きしめた。

「和室の寝心地、確認させてください」

　熱っぽく掠れた声に肌がぞくぞくする。

　美琴は彼の胸の中で小さく頷くと、「お願いします」と囁いた。





　　◇◇◇






　和室は元々は客間だったため、布団は何組か押し入れにしまってあって、今は一組だけ敷いてあった。もちろん美琴が寝るためのものだ。

　もう一組必要かどうか、美琴は迷う。一組だと狭くないだろうか。泰晴はひょろりとしているが結構背は高い。

「あの、もう一組敷きま──」

　問いかける途中で唇を塞がれる。お見合いの夜以降、キスをしたのは結婚式だけだった。列席者が見ている前だから触れるだけの軽い奴だ。

　今は違う。吸い付くような、激しく求めてくるキスだった。しばらく唇だけを合わせるような揉み合うキスを続けていたが、唇を舐められ、微かに口を開けて彼を招き入れることで互いの舌が触れ、脳が溶けた。

　ひたすら舌を絡め合わせ、互いの口腔内を舐め合うような深いキスが交わされる。美琴は腰の辺りから力が抜け、崩れ落ちないように必死で泰晴にしがみついた。

　ようやく唇が離れた時には二人とも息が上がり、目が熱く潤んでいる。

「……嫌じゃないですか？」

　泰晴が最後の念押しにと訊いてきた。仮に美琴が嫌だと言えば泰晴はここでやめるのだろう。そんな彼が堪らなくいとおしかった。

「嫌じゃないです。泰晴さんは？」

　自分は強要していないだろうか？　彼が欲しくて誘うような真似をしているんじゃないだろうか。泰晴は優しいからそれに応えてくれているだけなのかもしれない。

　そんな不安から出た言葉だった。

　けれど泰晴はいつものように穏やかな笑みを浮かべて言った。

「僕も、嫌じゃないです」

　そして再び濡れたキスをしながら美琴を布団の上に押し倒していった。

「美琴さん、寒くない？」

　美琴のパジャマの前ボタンを外しながら泰晴が問う。

「大丈夫です」

　ボタンが全部外れてキャミソールが現れる。その下には何も付けていないから、布越しに胸の先端が尖っているのが分かってしまって恥ずかしかった。泰晴はキャミソールをズボンの穿き口から抜いて首の上までずり上げる。白い二つの乳房が外気に触れて、美琴は小さく震えた。

「触るよ」

　泰晴は律儀に断ってから、美琴の胸を両手で覆う。

「ん──っ」

　つい鼻にかかった声が漏れてしまう。

「痛くないですか？」

　押し殺した声で再び聞かれ、美琴は小さく頷いた。しかしそれだけじゃ足りない気がして「気持ちいいです」と小声で伝える。

　泰晴の手が激しく胸を揉みしだき始めた。

「ん、ん……っ」

「美琴さんの胸、すごく綺麗で……色っぽいね」

　くぐもった色っぽい声に、体の芯が震えそうになる。泰晴は両手で左右の胸を真ん中に寄せるようにすると、外縁をささえるように持ち上げて左の先端に口付けた。

「ぁあ……んっ」

　濡れた感触が気持ち良くて腰の辺りが跳ねてしまう。泰晴は両手で胸を寄せあげたまま、左の乳首を吸い上げ、右の先端を人差し指と親指で捏ね始めた。

「ん、や、それダメ……っ」

　両方に刺激を受けて美琴の感度がどんどん上がっていく。

　さすがの泰晴も今度は美琴の意思を確認することもなく、左右を逆にして胸を責め続けた。美琴はすすり泣くような声を上げるしかできない。

　気が付けば美琴の胸の先端は両方紅く尖り、泰晴の唾液でてらてらと濡れ光っている。その淫靡な眺めが一層美琴の体をわななかせていた。

「泰晴さん……っ」

「ごめん、ずっと我慢していたからつい……」

　恥ずかしそうな泰晴の告白に胸がキュンとなる。

「我慢、していたんですか？」

　意地悪だと思いながらつい訊いてしまった。

「そりゃあもう……普段の何気ない美琴さんにもだけど、特に花嫁姿の時は胸がドキドキして止まらなかったし」

　そうだったのか。確かに何度も「綺麗だ」とは言ってくれていたけど、緊張している美琴を落ち着かせるためのお世辞だと思っていた。

「でもこれはあくまで僕の必要性からお願いした偽装結婚だから絶対無理強いはできないって……」

　苦しそうな声に堪らなくなる。もっと早く我慢しなくていいと伝えればよかった。とはいえあくまでも泰晴と美琴は雇用関係なのだ。いわば社長と社員？

「……ある意味、禁断の関係なんでしょうか？」

　美琴の問いかけに、泰晴は不思議そうな顔になる。

「社内恋愛がダメな会社ところありますよね。私達も本当の関係は皆に内緒にしなきゃいけないんだから、……そういうのって少し燃えません？」

　しどけなく小首を傾げて見せると、泰晴の表情が一気に高揚したものになる。

「あなたってひとは……！」

　突然、泰晴はがばりと体を起こすと、速足で和室を出て行ってしまった。

　何か怒らせてしまっただろうか。ふざけたことを言ったから気に障ったのだろうか。

　胸をはだけさせたまま美琴が呆然としていると、同じくらい速足で泰晴は戻ってきた。

「泰晴さん……？」

「あの、これ持ってきました。もう途中でやめたりできなくなりそうなんで」

　手にしていたのは避妊具のパッケージだ。

「あ」

　美琴も自分の迂闊さに気付いて赤面する。

「すみません、いつも用意していただいて……」

「いえ、その、こういうのはいつ必要になるか分かりませんし。経験の浅い美琴さんが用意できないのは自明の理というか、あの、まあ……」

　恥ずかしそうに美琴から視線を逸らして、泰晴はぼそりと漏らす。やはり動揺しているらしく言っていることが多少支離滅裂でもある。そしてまだパジャマのズボンをはいたままの泰晴の股間は膨らんでいた。つまり準備は万端ということだろう。

「あの……続き、しますか？」

　恥ずかしさを堪えて美琴も言った。

「するけど……布団の中に入ろうか。風邪、ひかせたくないし」

　どこまでも思いやり深い泰晴の言葉に、美琴は頷いて掛け布団の中に潜り込んだ。

　そうして泰晴から見えないのをいいことに半端に身に付けていたキャミソールを脱ぎ、パジャマのズボンもショーツごと脱いでしまう。

　布団の端からそれをそっと出すと、泰晴もごくりと息を呑んで、自分が着ていたパジャマの上を脱ぎ捨てた。

「ちょっと向こう向いてて」

　そう言って美琴の視線を避けると、彼も全裸になって布団に入ってくる。

　布団の中で、二人は何一つ身に付けていない状態になっていた。

　そのまま上下に重なり合う。

「ね？　泰晴さんちのお布団、すごく気持ちいいでしょう？」

　寝心地を確かめるという建前だったのを思い出し、美琴は自分の上に覆いかぶさる泰晴に微笑んだ。

「確かに最高。なんせ素敵な妻がセットで付いてる」

　泰晴はくすくす笑いながら美琴の顔に口付ける。額や頬、鼻の頭にチョンと触れたかと思うと、待ちかねていた唇にゆっくりと自分の唇を重ねた。

　しっとりと触れ合わせながら、待ちきれない美琴が口を開けて舌を伸ばすと、ご褒美のように自分の舌を絡めてくる。互いの体を抱きしめ合うことで美琴の胸は泰晴のそれで押しつぶされていた。彼の肌の感触が気持ちいい。

「重たくないですか？」

　三センチ離れた唇からそう問われ、美琴はうっとりしながら首を横に振った。

「泰晴さん、あったかくて気持ちいいです。それに……」

「ん？」

「私と……同じボディーソープの匂いがする」

　一緒に暮らすにあたり、特に分ける必要性もなかったので同じものを使っている。それでも当たり前のように同じ匂いがするのかと思うと、なぜか陶然としてしまった。

　泰晴も美琴の首筋に鼻を埋めてくんくんと匂いを嗅ぐと「本当だ」と笑いながら言った。

　そんな些細なことが嬉しい自分がおかしい。

「でも美琴さんの方が甘い匂いな気がする。ねえ、舐めていい？」

「え？　あ、ひゃん……っ」

　首筋に舌を這わせられ、美琴はその感触に喘いだ。

「うん、甘い」

　泰晴はそう言いながら舌を段々胸の方へ下ろしていく。そして再び美琴の乳房を大きく持ち上げると、尖った先端に舌を巻き付けた。

「ぁああぁ……んっ！」

　さっき愛撫された快感が再び蘇り、美琴の体がわななく。

　泰晴は美琴の胸を交互に吸い上げ、思う存分舌でしゃぶりつくしていた。その感触だけで美琴の体があっという間に熱くなってしまう。両足の間がずくずくと疼いた。

「あ、泰晴さぁん……っ」

「可愛い、美琴さんのここ、甘くてすごく美味しい」

　ちゅるちゅると何度も吸い上げながら、泰晴は美琴の胸を堪能していた。嬉しい。気持ちいい。

「他のところも甘いのかな」

　散々胸を愛撫した後、泰晴はそう呟きながら体を下肢の方に下げていく。恥ずかしさと期待が美琴の体中を駆け巡った。一ヶ月も間が空いて、すっかり忘れていたような気持ち良さを、美琴の体はしっかりと覚えている。

　布団の中で、泰晴の手が美琴の臀部を外側から撫でまわし、太腿を押し上げる。

「あ、そこはダメ……っ！」

　美琴が制止する間もなく、泰晴の右手が美琴の脚の間に滑り込んでいた。指が柔毛の奥に触れただけでぴちゃりと濡れた音がする。

「すごいね。気持ち良かったの？」

　泰晴の問いに、美琴は顔を真っ赤にして答えた。

「気持ち良くて、おかしくなりそう……」

「それはよかった」

　泰晴は嬉しそうに微笑んで、更に奥へと指を進めていく。

「あぁ……」

　泰晴の指がクリトリスを掠めて花弁の中に潜り込んだ。更に粘度のある水音が和室に響く。布団の中で蠢く泰晴に、美琴の官能は益々高まっていく。

「まだ二回目だから充分にほぐさないとね」

　指摘されて恥ずかしくなった。まだ二回目なのにこんなに感じているなんて、どうなんだろう。はしたない女だと思われないだろうか。

　もぞもぞと指の動きから逃げようとするように体をくねらすと、それを不審に思ったのか布団の中から泰晴が顔を出して美琴を覗き込んだ。

「美琴さん？」

「あの、私、その──」

「指、嫌だった？」

「そうじゃなくて……」

「ちゃんと言ってほしい。何も言わずに傷付かれたくないんだ」

　泰晴の真摯な表情に、胸を衝かれる。

「その……まだ二回目なのに、こんなに……気持ち良くなっちゃうなんて、泰晴さんに淫乱だって軽蔑されるんじゃないかって……不安になっちゃって」

　訥々と答える美琴に、泰晴は真面目な顔で反論した。

「違うでしょう！　僕は美琴さんに気持ち良くなってほしくて色々してるんだから、美琴さんが気持ちいいなら僕の努力が報われてるって思えて嬉しいですよ！」

　なんの混じりけもない泰晴の本音に、ようやく美琴は安堵の息を漏らす。

「私も、嬉しいです」

　ふにゃっと笑顔がこぼれた。

　泰晴の誠意が嬉しい。すごく大事にされているし優しくされている。

「ごめんね、一人でぐるぐるしちゃって。面倒くさい女ですよね」

　わざと軽く言ってみる。けれど美琴のそんな言葉も泰晴は丁寧に拾い上げた。

「経験値が少ないことは迷って当然です。でも僕は美琴さんとえっちなことをするの楽しいし、すごく気持ちもいいから、美琴さんも同じくらい気持ち良くなってほしい」

　真面目な彼の言葉に、美琴は小さく頷いて囁いた。

「気持ちヨく、してください」

　その言葉がスイッチになったのか、泰晴は素早く美琴の足の間に顔を埋めてきた。

「あ、ひゃ、あぁあん……っ！」

　既に濡れそぼっていた花弁の間に舌が差し込まれ、溢れる愛液を舐め上げ始める。

「ん、それダメ、はぁんっ、おか……しくなっちゃう……っ」

　肉襞の間を舐められ、強く吸われ、美琴の体は煽られていく。

　泰晴は蜜が溢れる花弁の間を一通り舐め尽くしたかと思うと、その上部にある一番敏感な部分を指で押し広げ、中に隠れていた淫芽をちゅっと吸った。

「ひゃぁんっ！」

　腰がびくびく跳ねてしまうのを、泰晴の体が布団に押さえつける。それでも与えられた快感は激しくて瞼の裏にチカチカと星が飛んだ気がした。

「ここ、気持ちいい？」

　吸ったばかりのクリトリスを、泰晴は今度は指で挟んでくにくにとしごく。

「あ、いいです、いいけどなんか、あぁ……っ」

「よすぎるの？」

　泰晴の問いに、美琴はすすり泣きながら「うん」と答える。

「そこ、くにくにされたら、また──」

「いいよ、なんどでもイって。ほら、ここもこんな気持ち良さそうに膨らんできてる」

「や、それ以上したら本当にもう──ん……っ」

　言い終わらぬうちに泰晴の下で美琴は弾けた。頭の中が真っ白になり、四肢の力が全て抜け、はあはあと荒い息だけが止まらなくなっている。

「上手にイけたね。いい子だ」

　子供のように褒められて嬉しくなる。普段は泰晴の腰の低さからあまり意識していないが、彼の方が美琴より八つも年上なのだ。大人っぽくてもおかしくはない。

「こっちはどうかな？」

　泰晴は美琴の内腿を宥めるように優しく撫でながら、その中心に指を伸ばした。

「あ」

　彼の長い指は花弁の間を深く潜り、蜜口へとたどり着く。

「うん、中もヒクヒクしている」

　その言葉に、美琴はカーッと顔が熱くなった。自分の体の変化が恥ずかしい。これでは全身で彼が欲しいと語っているようなものだ。いっそ口で言うより雄弁だろう。

「挿れるよ？」

　静かに囁いて、彼はつぷりと蜜口から指を差し込んだ。

「んん……っ」

　差し込まれた指を、美琴の蜜壁は奥に誘い込むように煽動している。

「──ああ、すごいね」

　感嘆する声がやはり恥ずかしかった。けれど内壁を擦られる気持ち良さには抗えない。

「どこがイい？　正直に言って？」

　そう言いながら泰晴は更にもう一本指を入れ、内側を刺激する。

「ん、ぁ、ダメそこ……っ」

　ある一点で激しい快感に襲われ、美琴は甲高い声を上げてしまった。

「……ここだね？」

　泰晴は美琴が強く反応した部分を指先で擦り始める。同時に親指ですっかり充血したクリトリスもぎゅっと押しつぶされた。

「はぁんっ！」

　嬌声を上げて、美琴は再びイった。二回目だから少しは慣れて、と思っていた余裕もあっという間に吹き飛んだ。泰晴の丁寧な前戯はどこまでも美琴を狂わせていく。余裕も理性も少しも残っていなかった。

　すっかり放心し、体も弛緩していると、美琴の足の間で泰晴がごそごそと動いている。薄目を開けてみると、避妊具を付けているのが見えた。

　──あ、ひとつになれるんだ……。

　そう思うだけで嬉しさに心が躍り出す。

　避妊具を装着し終えた泰晴は、いつもの優しい彼とは違った少しぎらついた獣の目で言った。

「いい？　いくよ？」

　美琴は無言で首を縦に振る。緊張と期待が頭の中でぐるぐると混ざり合っている。それでも不安は恐怖はなかった。

　美琴の脚を大きく開き、軽く持ち上げて自分の陰茎を蜜口に当てると、ずぶりと音を立てて泰晴が美琴のナカに入ってきた。

「…………！」

　異物感に、歯を食いしばって耐える。これは泰晴の一部。彼なら怖くない。ドクドクと脈打つ男根が美琴のナカを押し広げて進んだ。

「すごく、いい……」

　泰晴の声が遠くに聞こえ、美琴自身もその感触を追いかける。

「私も──、泰晴さんの、熱くておっきい……」

「バカ、そんなこと言ったら……っ」

　焦った声と共に、泰晴の分身は更に大きくなり硬度を増した。

「や、なんで……」

「美琴さんがそんな可愛い声でえろいことを言うから」

「そんなつもりじゃ……ぁんっ」

　ぎりぎりまで腰を引かれて、もう一度押し込まれた。ズン、という衝撃と共に、美琴の隘路が熱く擦られる。

「や、ダメ、こんなのおかしくなっちゃう……」

　美琴は敷布団のシーツを掴んで叫んだ。

「泰晴さん、泰晴さん……っ」

　必死で彼の名を呼ぶ。まるでそれがこの世で一番大事なもののように。

「美琴さん、可愛い、美琴……」

　泰晴も何度も突きあげながら美琴の名を呼んだ。その声が更に美琴を高めていく。

「あ、奥、当たっちゃう……」

　限りなく怒張した泰晴のペニスが美琴の一番最奥を突いていた。

「気持ちいいよう……」

「うん、僕も──っ」

　泰晴の動きはどんどん加速し、美琴は何にも考えられなくなっていた。ただひたすら振り落とされまいと足を彼の腰に絡ませてしがみつくだけだ。ぽたぽたと彼の汗が美琴の体に落ちてくる。その必死な動きに、美琴の中の快感が押し上げられていった。

「泰晴さん、もう、私──っ」

「僕も、イく──っ！」

　ぎりぎりまで引き抜いたペニスをひと際強く突き入れられた瞬間、美琴は最高潮に達した。同時に泰晴も射精する。脳が真っ白になって何も考えられなくなる。ただただ満たされる感覚に、美琴はうっとりと酔いしれる。繋がっている内側だけが、彼の半身を離すまいと締め付けているようだった。その半身も美琴の中で大きくビクビクと震えている。そんな風に、マイナスの距離で互いの感覚を共有できることが堪らなく嬉しかった。

　限りなく息を弾ませながら、泰晴はずるりと半身を引き抜くと、美琴の横に転がった。美琴は手探りでそんな彼の手を、指を絡ませてぎゅっと握ると、力強く握り返された。それも嬉しくて陶然となる。言葉や理屈ではない充足感が胸を満たしていた。

　二人の激しい動きに、掛布団はとっくに横に跳ねのけられていた。敷布団の上で、二人は暫し息を整える。

　数分してようやく息が整うと、枕元のティッシュを取りながら泰晴は言った。

「汗がすごいね。もう一度お風呂入りませんか？」

　美琴は未だぼーっとした頭のまま、素直に「はい」と答えた。




　お風呂のお湯はまだ温かかった。

　泰晴に当然のように誘われて一緒に入る。浴槽の中で後ろから抱きしめられた。

「はーー、気持ちいい……」

　泰晴の言い方がいかにもしみじみしていたのでつい笑ってしまう。温泉に入ったおじいちゃんのようだ。

「え？　何かおかしい？」

　焦った様子の泰晴が可愛かった。

「ううん。何もおかしくないです。ただ泰晴さんが可愛いなと思っただけで」

「可愛い、ですか」

　複雑そうな声に、失礼だったかと今度は美琴が焦った声になる。

「気に障りました？」

「いえ。一応褒め言葉として受け取ります」

「よかった」

「でも可愛いのは美琴さんの方だと思いますが」

「うふふ、ありがとうございます」

　自分が褒められると照れてしまう。けれど素直に受け取ることにした。基本的に泰晴は嘘を吐かない。

「それで……提案なんですが」

「はい？」

「和室の布団、結構汗とかで濡れて寝にくくなってしまったと思います」

「大丈夫ですよ。シーツだけ取り換えて、明日干します。泰晴さんは自室のベッドで寝てください。そちらは綺麗なままですし」

　確かに汗や少なからぬ体液で湿ってしまったのは否めないが、他の客用布団を使うのは気が引けた。泰晴の気遣いに感謝しつつも、契約妻として度を超えないようにしようと美琴は自戒する。

「いえ、そう言う意味じゃなくて」

「え？」

　美琴は振り返って泰晴の方を見る。彼は頬を少し赤らめていた。

「あのですね。僕の部屋のベッドも二人で寝るのに十分な広さがあるので……今夜はそっちで寝ませんか？」

　泰晴の提案に、美琴はぽかんとなってしまった。

　合意の上のえっちだったのは確かだ。美琴が誘い、泰晴が応じた。けれど自分たちはけれどあくまで偽装夫婦で、その実態は雇用関係で、それなのに一緒に寝る選択肢はありなのだろうか。

「えっと、それは……」

「嫌ですか？」

　不安そうな顔で聞き返されて言葉に詰まる。残念ながら嫌ではなかった。できればこのままくっついて眠りたかった。けれどそれでは本当の夫婦のようではないだろうか。

「嫌ではありませんが、……その」

　なんと言おうか迷っている間に、泰晴が続きの言葉を引き取る。

「ならよかった。被雇用者の快適な休息を守るのは雇い主の務めですし、僕のベッドもなかなか寝心地はいいと思います」

　無邪気な笑顔で言われてぐらぐらと心が揺れる。今までの勤め先で休息にまで言及されたことはなかったと思うが、彼がそう望むなら従うべきだろうか。

「もちろん無理強いはできないので、嫌だったらちゃんと断ってください」

　その真面目な声に背中を押された。もちろん正直に言えば嬉しい。

「じゃあ、そうさせていただきます」

　既に浴槽で裸で抱き合っているのだ。今更同じベッドで眠るくらい、気にする方がおかしいのかもしれない。

　その日から美琴は、パジャマを着たままの時も脱いだ時も、泰晴と同じベッドで眠るようになった。







３．福利厚生はシーツの上で








　泰晴との偽装夫婦生活は順調だった。

　家事は元々やっていたから苦ではない。洗濯物はクリーニングに出すものも多く負担が少なかったので、その分高時給なのだからと掃除はかなりきっちりやった。元々泰晴の家は整理整頓が機能的に為されているので、掃除がしやすい。

　食事に関しては泰晴の好みを訊きつつ、なるべくヘルシーで、経済的な献立を考える。もっともどんなものを出しても泰晴は美味しそうに食べてくれたから作りがいはあった。

　社長の妻という立場上、公の場に出る機会もあったが、いつも泰晴が隣にいてくれたし、必要とあらば祖母の皐月や義母の玲子も助けてくれた。

　そうして結婚後初めてのお給料を手渡された時、美琴はその封筒の厚みと中身に正直ギョッとしてしまった。

「お給料、お聞きしてた額より多くないですか？」

「ええ。先月は結婚式や親戚関係、会社関係の挨拶も多く残業が多かったので。基本的に八時前や二十二時以降は基本時給の１．２５倍が通例です」

　確かに定食屋のバイトもそんな感じだった。

「それにしたって……」

　一緒に入っていた明細はきっちりと食費や生活費が引かれ、契約書となんの齟齬もない。結婚式費用に関しては泰晴が全部持つと譲らなかった。形式上必須なのは泰晴側なのだから必要経費だと言い張って。

　そんな諸々の差し引きがあっても、ほぼブラック企業だった最初の就職先や、バイト時代に比べたら格段にお給料がよかった。当たり前だ。なにしろ時給三千円。月々の返済を振り込んでもまだまだ余裕がある。

　いいのだろうか。

　何度も同じ疑問が胸に去来する。仕事に手を抜いているつもりはないし、親戚づきあいはそれなりに大変な部分もある。泰晴が言った通り、美琴にとってはハイリスクでもあるのだろう。

　とは言え、いまのところ二人の生活は順調で、泰晴との生活はほぼストレスフリーだった。

　これは穏やかな泰晴の気質によるところが大きい。もちろん泰晴とて人間だから驚いたり戸惑うことはあるが、怒ったり不機嫌になることはほぼない。靴は揃えて脱ぎ、靴下や下着は忘れず洗濯機に入れ、食事の挨拶では手を合わせて「頂きます」を言い、箸の持ち方や食べ方も綺麗だ。暮らしぶりが丁寧なのは育ちの良さもあるのだろう。美琴もその辺は厳しく躾けられたから、見ていて気持ちがよかった。

　また、美琴のやり方に問題があればそれも正直に伝えてくれる。なにより彼は「ありがとう」と「ごめんなさい」が自然に言える男性だった。これは当たり前のことのようであるが、職場によっては無視されがちな常識なのだと、美琴は働き始めてから知った。

　以前勤めていた会社やバイト先は、上司と話をする暇なんかなかった。いつも目の前のノルマをこなすのに精いっぱいで、時間も精神的にも余裕が全くなかった。肝心の上司に余裕がないのだから、何かの判断を仰ぐのも切り出すタイミングを窺う必要があった。それも無理そうなら自己判断である。当然その判断が間違っていたら自分が責任を取る覚悟もワンセットで。

　恐らく、その辺りは上司も知っていた。知っていて見ないふりをされていたのだ。トラブルがあったら下に押し付ければいい。その程度の認識である。実際信頼関係を結べない上司がいる職場はきつかった。それでも、社会なんてこんなものなのだろうと諦めてもいた。不景気なこの世情で、安定してホワイトな職場なんてそうそうない。よほど特殊な才能や資格がない限り、働けるだけありがたいのだと何度も自分に言い聞かせていた。当然「ありがとう」や「ごめんなさい」なんて言われるはずもない。

　けれど泰晴は美琴が話をしたいと言うと、ちゃんと時間を取ってくれて、その上で今後の解決策を冷静に提示してくれる。会話からお礼や謝罪が消えることもない。

　正直、雇用主に必要以上に気を遣わずに済むというのがこんなに楽なことだとは思っていなかった。

「どうしました？　何か間違っている箇所でも」

　目の前で、渡された給料と明細表を呆然と見つめている美琴に、泰晴が声をかける。

「いえ、なんでも……」

　美琴は笑ってごまかした。多すぎて怖いなんて、言い難い。

「あとで銀行に行ってきます。このまま手元に置いておくのも怖いし」

「そうですね。そうしてください」

　泰晴はいつもの穏やかな笑みを浮かべて出社した。





　　◇◇◇






　改めて一人になり、午前の家事をきっちり終わらせてから、銀行へ行く段階になって美琴は金額の仕分けに迷う。

　まずは返済。これは何があっても最優先。その次に生活費。と言っても以前の一人暮らしと違って食費や光熱費は既に天引きされているからあまり必要がない。あとはスマホやクレカの引き落とし口座の補填と、念のため出かけた時用にＩＣ系やキャッシュレス決済用のアプリにチャージ金。それ等を差し引いても六桁の額が余った。細々とした日用品用の小遣いを引いたって残金が多すぎる。なにより今まで禁欲生活が当たり前だったから、余ったお金で欲しいものを買う発想がない。服や靴などは最低限あればよかったし、お金をかけて遊ぶ習慣もなかった。コンビニスイーツでさえたまの贅沢品だったのだ。

　とりあえず貯金、だろうか。もちろんそれも大事だ。というよりそれが一番大事だろう。こんな生活がいつまで続くか分からないのだ。万が一に備えてためておくに越したことはない。

　けれど──毎月数十万ずつも？　一年以内に百万を超えてしまう。

　慣れない高額貯金に緊張は否めない。そんな大金が通帳に入ったのは、母が亡くなって保険金が下りた時くらいだ。その時も葬儀や手続き関係の支払いを済ませると、残りは定期に入れてしまった。今でもそれだけは非常時用に取ってある。

　その上でこの金額である。これもまとめて定期だろうか。入れても大した利息はつかないが。

　なるほど。ようやくここにきて美琴は気付く。お金があるということは、それだけ選択肢が増えるということなのだ。

　そしてその選択肢が今の美琴にはうまく思い付かなかった。
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　そんな贅沢過ぎる悩みを抱えた美琴に、会社から帰宅した泰晴は淡々と言った。

「もちろんそのお給料は美琴さんの正当な労働対価なので、あなたが自由に使えるものですが、もし余裕があって使い途に迷うようなら投資に回すのもアリだと思います」

「え？　投資なんて私、やったこと──」

　世の中にそんな仕組みがあるのは知っている。投資信託や株の売買で元手を増やす世界があるということは。けれどそれに関するリスクヘッジの勉強をする暇がなく、ただでさえ少ない給料を減らすのが怖くて手を出したことはない。

「あ、いや、そう言うんじゃなくて。もちろん興味があればそちらを勉強するのも一興ですが、僕が言っているのは自己投資です。本を読んだり習い事をしてみたり、興味があることに目を向けてもいいんじゃないかということです」

「……ああ、なるほど」

　言われてみればバイト時代は食いつなぐのが精一杯だったから、そんな余裕はまったくなかった。少ない余暇の使い方と言えば、無料動画を見るか無料のゲームで遊ぶかくらいである。とても豊かな日々とは言えなかった。

「すみません。余計なことを言いました。ただその……美琴さんが日々楽しめることがあればいいなと思って。でも既に成人している女性が自分で稼いだお金をどう使おうと自由ですよね。要らぬお節介でした」

　泰晴は気まずそうに俯いてしまった。

「そんなお節介だなんて！　嬉しいです！　あの！　色々お気遣い頂いて！　ありがとうございます！」

　美琴が慌てて礼を述べると、泰晴はまだ心配そうにその表情を窺ってくる。

「……お給料が多いからってやめたりしませんよね？」

　二人の偽装夫婦生活を、ということだろう。どうやらそれが心配だったらしい。

「やめません。まだ始めたばかりじゃないですか」

　美琴は泰晴を安心させるように微笑んだ。泰晴はようやくホッとしたように頬を緩めた。




　泰晴の言葉を自分なりに吟味してみる。なんらかの知識や技術を身に付けることは、決して無駄にはならないだろう。それが泰晴に還元できるものなら尚いい。

　料理でも習ってみようか。食は健康の基本だし、泰晴のためになるかもしれない。そう思って料理教室を探したが、昼間やっているところはサロン形式が多く、今一つ美琴の肌に合わなかった。お洒落感や高級感よりも、実質的に健康や経済的な繰り回しを教えてくれそうなところが今一つない。

　だったらマッサージやツボ押しは？　疲れて帰る泰晴に施したら喜ばれるのではないだろうか。しかしこれも専門学校としてきっちりやっているところか夜だけの教室が多く、今の美琴の勤務形態とはうまく合わない。基本、午後がフレックスのようなものだからその時間を利用したいのだが、これというものが見つからなかった。

　別に焦ることはないんだからと、返済額を少し上乗せするようにして過ごした三か月後、美琴のスマートフォンに一本のメッセージが入る。

『ご無沙汰しています。近々お会いできますでしょうか』

　振込の度に受領連絡は受け取っていたが、会いたいと言われたのは久しぶりだった。

　美琴の胸の中に小さな氷のつぶてが流れ落ちる。もちろん彼らのことを忘れたことなど一いっ時ときたりともないのだけど。

　予想もせず始まった泰晴との生活で、頭の隅に追いやられていたのは確かだ。その事実を、過去の自分から責めるような目で見られている錯覚に捕らわれる。

　メッセージを送信してきたのは、美琴が毎月お金を振り込んでいる相手、満みつ島しま純じゅんだった。
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　満島から会いたいと言われたのは正確には二度目で、一度目は美琴の母が亡くなった時だった。今後の返済について話し合う必要があったから美琴に否やはなかったし、今回も断る理由はない。

　会う約束をしたのは、満島も美琴も仕事が休みの日曜日だった。泰晴には知人に会いに行くとだけ伝えてある。普段はパンツ姿が多い美琴が、淡いブルーのワンピースを着ていたのを見て、泰晴は軽く目を瞠ったが何も言わなかった。

　過去の記憶を辿って地下鉄を乗り継ぎ、更にバスに乗って少し歩く。途中の商店街で小さな花束と洋菓子店のプリンを買った。

　バス通り沿いの道を平面駐車場の角で曲がって住宅街に入ると、右手に一軒のアパートが建っていた。かなり築年数が経っていた筈のそのアパートは、しばらく来ていない間に壁を塗り替えたらしい。以前は淡い緑色だったのが、今はクリーム色になっている。

　二階のドアを見上げて、美琴は軽く深呼吸すると、外階段を上って呼び鈴を押した。

「いらっしゃい、遠い所をわざわざすみません」

　家の中から純が出てきて笑顔を見せる。彼女は男物のチェックのシャツに洗いざらしのジーンズという飾り気のない格好だった。シャツは夫の遺品かもしれない。小さな子供を抱えた彼女の生活も決して楽ではない。小柄で丸顔だから幼く見えるが、美琴より五つ上である。

「どうぞ、上がって？」

　えくぼを浮かべた屈託のない笑顔に、美琴は「お邪魔します」とローヒールを脱いだ。
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「ごめんなさいね。美琴さんが来るから朝一度片づけたのに、子供たちがあっという間に散らかしてくれて……」

　本当にすまなさそうに純は謝る。玄関から入ってすぐのダイニングキッチンと、その奥の一部屋という１ＤＫの室内は、彼女がぼやくように玩具が散らかっていた。

「気にしないでください。あ、よかったらこれ」

　美琴は買った花束とプリンの箱を純に差し出す。

「わざわざありがとう！　ここのプリン美味しくて大好きなの」

　純は遠慮なく受け取って、プリンを冷蔵庫に仕舞ってから花束を花瓶に生けた。そしてその花瓶を部屋の奥の棚に飾る。

「手を合わさせていただいてもいいですか？」

　手土産の花が飾られた、オープンシェルフの上に置かれた若い男性の写真を指して美琴は問う。

「もちろん。颯ちゃんも喜ぶわ」

　美琴はその写真の前に立ち、改めて手を合わせて目を閉じた。満島颯そう太た、享年二十五歳。今の美琴の一つ上。彼が亡くなった時、美琴は高校生だった。もうあれから六年も経ってしまったのだ。いや、まだ六年しか経っていないと言うべきか。

「本当にわざわざ呼び出してしまってごめんなさいね。私が会いに行ければよかったんだけど、子供の預け先がなくて……」

「いえ。祐ゆう希きくんも里り奈なちゃんも元気ですか？」

「ええ。……と言いたいところだけど、今月の頭に二人ともインフルエンザになっちゃってね。しかも時間差で。おかげで殆ど仕事に出られなかったわ」

「え？　大丈夫だったんですか？」

「そんな顔しないで。子供あるあるなんだから」

　本気で心配する美琴に純は笑いながらひらひらと手を振る。

「そのために普段から仕事は多少の無理も引き受けてるし、主婦が多い職場だからその辺はお互い様で、ね」

　ウインクしてみせる純に、美琴は胸を撫でおろす。この六年間で、純がいかに逞しくなったかを感じさせる頼もしさだった。もっとも表に出さないだけで苦労は多々あったのだろうけど。

　しかし彼女が子供の病気で苦労している頃、自分は泰晴との甘い生活にどっぷり浸かって楽しんでいたのだ。そう思うと申し訳なさに胸が塞がれる思いだった。

「今は二人とも隣の子と一緒に公園に行ってるわ。だからよかったらこれ、一緒に食べましょ。コーヒー？　紅茶？　それともお茶がいいかな。プリンて迷うわよね」

「あ、お構いなく」

　お土産のプリンは家族三人分しか買ってきていない。

「それがね、私も同じもの買っちゃってたの。子供たちにばれない内に証拠隠滅するから手伝って」

　真剣な顔で言われると断ることもできない。美琴は「じゃあ」とローテーブルに向かい合って座った。純は結局口直しになると思ったのか、香りがいい紅茶を淹れてくれた。

「ん～～～、やっぱ美味しい」

　純はプリンを頬ばって嬉しそうな顔になっている。

　美琴も小さく掬って口に運んだ。しっかり固さはあるが口当たりは滑らかで、カラメルも程よい苦みがある。

　しばらくプリンを食べるだけの沈黙が続く。しかしキリがないと思ったのか、純はようやく口火を切って話し出した。

「本当はもっと早く連絡しようと思ったんだけど……」

　美琴の表情が強張る。なんだろう。

「ここ数ヶ月、振り込んでくれる金額が増えたでしょう」

「あ、それは……」

　純は食い入るように美琴の顔を見つめてくる。

　美琴は何と言おうか逡巡し、結局事実に近い部分を語ることにした。

「あの、それこそ本当は早くお知らせしなきゃいけなかったんですけど……実は私、結婚しまして」

　純の目が大きく見開かれる。

「それ、本当？」

「はい……」

　嘘ではない。入籍もすましている。

「ので、今の名字は小野寺になります。すみません、なんか言いづらくて……」

　目を皿のようにした純の表情からは彼女の心情は読めない。

　──怒ってる？　呆れてる？　自分を不幸に突き落とした男の娘が、償いも終えない内に幸せな結婚をするなんて、純はどう思うのだろう。何を勝手なことを、と怒る権利さえ彼女にはあるのだ。

　純に対する負い目が美琴の口を重くさせていた。
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　彼女の夫の命を奪ったのは、美琴の父親が乗った車との接触事故だった。雨の日の、出会い頭の事故。車を運転していた父親は、急に走り込んできた満島颯太を避け切れなかった。結果、美琴の父親の車はガードレールに突っ込み、満島颯太は高く跳ね飛ばされて頭を打った。雨の日の渋滞で救急車の到着も遅れ、病院に着く頃には颯太は息を引き取り、美琴の父も帰らぬ人となった。

　あの日の悪夢は今でも忘れられない。

　連絡を受けて美琴が母親と一緒に病院に着いた時、救急病院の地下にある霊安室の前で、満島純は大きなお腹とまだ一歳になるかならぬかの赤ん坊を抱え、泣くこともできずに呆然と立ち尽くしていた。

　その後、父親の通夜や葬式をどうやってやり過ごしたのか覚えていない。美琴は大学に受かったばかりで、苦しい受験生活を終えて、これから楽しい日々が始まるのだと浮かれていた。それがあっという間に一転した。

　葬式や諸々の手続きが済んだ後、美琴の母親は娘を呼んで静かに切り出した。

「美琴に折り入って相談があるの」

「え？」

「今回の事故は両者とも亡くなってしまったし、悪条件が重なったこともあってお父さんは起訴されずに済みそうよ。でも……」

「でも、なに？」

「あちらの御主人は保険に入っていなかったみたいでね」

「保険？」

　免許も持っていない年齢の美琴は、すぐには意味が分からず聞き返す。

「保険て、生命保険？」

「そう。まだ若かったし、子供が生まれるのが先だったから、いずれと先延ばしにしてたみたいでね。しかもあちらは小さいお子さんがいる上に妊婦でしょう。どう考えたって今後が大変なのは目に見えてるわ。だから……」

　母親は覚悟を決めるように、一瞬言葉を置いた。そして更に静かな声で続ける。

「お母さん、彼女を援助しようと思うの」

　母親は自分の膝先を見つめていて表情が読めず、その声も淡々としていた。

「援助……」

「そう。ある程度働けるようになるまで」

　けれど顔を上げて美琴を見つめた時、既に決意を固めた雰囲気が漂っていた。

「私の大学は──」

　そこで自分のことを考えてしまった浅ましさを、美琴は今でも呪いたくなる。

「それは大丈夫。学資保険やお父さんが入っていた生命保険がおりるし、多少は蓄えもあるしね。でも……少し生活はきつくなるかもしれない。それでもお父さんが生きてたらそうしたと思うから……美琴も賛成してくれる？」

　事故の後始末や父の葬儀で疲労の影が濃く残る母の弱々しい笑顔に、嫌とは言えなかった。

「──分かった。協力する」

　母親は無言で美琴の頭を撫でてくれた。その時に噴き出した大量の涙が、一体何だったのか、今でも美琴は分からない。

　満島純は、美琴の母親の申し出を最初は断っていたようだが、結局説得されて折れたらしい。彼女も夫だった颯太も親に恵まれない境遇だった。

　そうして満島親子の援助を続けていた四年後、今度は美琴の母親が急な病で呆気なく逝ってしまった。ちょっと風邪でもひいたかしらね。そう言って病院に行こうとして倒れ、肺炎を併発して帰らぬ人となる。大学卒業間近の春のことだ。就職もなんとか決まっており、今度卒業祝いに何か美味しいものでも食べに行こうと言っていた矢先だった。美琴は再び茫然とした。

　母親の死をどこから聞いたのか、告別式に満島純が子供を伴って現れた。

　──今まで本当にありがとうございました。でももう十分です。助けて頂いた分はいつかきっとお返ししますので。

　そう言ったやつれ気味の純に、美琴は思わず答えていた。

　──まだ十分じゃないでしょう！　私は大丈夫。無事に就職も決まったし、どうか母の遺志をもうすこしだけ継がせてください。

　怖かったのだ。父を亡くし、母も亡くなり、今ここで満島親子への援助もやめてしまえば、自分の足元が崩れて宙ぶらりんになる気がした。せめて居場所を固定する錨を下ろす場所が欲しかった。

　美琴の剣幕に何を感じたのか、純は「わかりました」と小声で答える。

「でも決して無理はしないで。美琴さんもご両親の大事な娘さんなんだから」

　純はそう言って、美琴の手を軽く撫でた。亡くなった母と、同じぬくもりの手だった。美琴は泣くまいと必死で唇を噛みしめる。

　──この人の前で、泣く権利は私にはないのだから。そう自分に言い聞かせながら。





　　◇◇◇






　それから二年半、よもや就職した会社が倒産するとは思いもしなかったし、その後もブラック過ぎて逃げ出したとは、純には口が裂けても言えない美琴である。バイトで食い繋ぎながら、「無理をしないで」の「無理」がどこまでをさすのか既によく分からなくなっていた。それでも純の支援は続けたかったし、かといって彼女に負い目は感じさせたくなかった。





　　◇◇◇






「そんなわけで生活も二馬力になって……正直夫のお給料も結構よかったりするので、それで……」

　援助金額を増やしたわけなのだが、純はどう思うだろうか。不快に思わない？　彼女に対する後ろめたさが美琴のマイナス思考を助長する。

　純は目を見開いたまま、再度美琴に尋ねた。

「本当に？　結婚したの？」

「はい……」

　びくびくと美琴が純を窺うと、彼女の肩が小さく震え始めた。

　そして美琴の隣に膝つたいで近付き「よかったぁ！」と美琴に抱き着いた。

「え？」

「もうねえ！　私達への責任感を感じるあまり、夜の仕事とか始めてたらどうしようって、それだけが心配で……！」

　思いもしなかったことを言われて美琴は目を丸くする。

「純さん？」

　名前を呼ぶと、純はハッとして美琴から体を離す。

「そう言う事だったらなおさら！　うちへの援助はこれでおしまいにしましょう！」

「え？」

「だってそうでしょう？　あの事故はどっちが悪いってものじゃなくて、車と歩行者だから割合が車に寄っちゃっただけで、援助をしなきゃいけないような義理は何にもないんだから。それでもあなたのお母様が仰ってくれたように、あの時は私が無職で困り果ててたから……つい援助を受けちゃったのも悪いんだけど……」

「そんな、だって……」

「もっと言えば『保険にも入ろう』って何度も言ったのに『出産費用と育児費用が先だ』って先延ばしにした颯ちゃんも悪いんだから！　その辺は祐希たちにもきっちり教育します！」

　拳を握って力説する純に、美琴は言葉を失くしてしまう。

「だから、ね？　もう自由になって。美琴さんは自分の……新しい生活を大事にしてください」

　純は美琴の手を握って言った。

「以前、──お母様のお葬式の時にも言ったけど、助けて頂いたお金はいつかきっと返します。祐希も里奈も小学生になってかなり戦力になるようになったし……お互い辛い過去は一旦リセットしませんか？」

　縋るような目をする純に、美琴はふと気付く。美琴たちの援助は、確かに当時の純たちにとっては事実助かっていたのだろうけれど、このまま続けたら逆に負担になるのかもしれない。いわれのない援助を受けることで、生まれてしまう負い目もあるのかもしれない。

「──分かりました」

　美琴が純の申し出を受容すると、彼女の顔がぱあっと明るくなった。

「よかった。幸せになってくださいね。天国の御両親が喜んでくださるように。私も幸せになって颯ちゃんに見せつけてやりますから」

　強気に笑う純の目尻に涙が滲んでいる。美琴は「はい」と答えて、胸の奥にある罪悪感をじっと押し殺した。





　　◇◇◇






　最近、美琴の様子がおかしいと感じて泰晴は心配している。いつからだろう。そうだ、日曜日に知人と会ってくると言って出かけた日からだ。

　帰宅後、美琴は普通に晩御飯を作り一緒に食べた。日曜日は休日だから仕事として作る必要はないのだが、「どうせ自分のを作るし、ついでだから」と作ってくれることが多い。美琴の料理は美味しいから、泰晴は喜んでご相伴に預かった。美味しいだけじゃない。一緒に食事をするのが楽しいのだ。何気ない会話が楽しい。一緒にいると嬉しい。けれどその日はなぜか魚を焦がし、味噌汁は味が薄く、野菜は少し生煮えで、そのどれにも彼女は気付いていなかった。いつもならありえないことだ。

　もっとも好意で作ってもらったものなので、泰晴も文句を言わずに完食したのだが。

　その後も食器を落として割ったり、洗濯物を裏表逆に畳んだりとつまらないミスが続く。泰晴が気付いた直後に彼女が気が付くと、慌てて謝って直していた。

　美琴らしくない失敗に、泰晴が体調を心配して休むように言うと、はじめのうちこそ大丈夫だと言い張ったものの、言動のおかしさを指摘されて自覚すると、諦めたように和室に戻った。それから泰晴のベッドには来ていない。

　当然彼女だって一人で寝たい時はあるだろうから、そんなことは構わないのだが。

　偽装生活に少し疲れてきたのだろうか。熱はないし食欲もあるから問題ないと言い張っていたが。そうだとしても少し暗い影を帯びた表情は気になった。美琴は隠しているつもりかもしれないが、笑っていても目がどこか虚ろだった。いつも明るい美琴らしくない。

　もちろん出会ってからの短い時間で美琴のすべてを理解したと豪語する気はさらさらないが、一企業の頂点に立つ者として、それなりに人を見る目はあるつもりだ。

　書斎のライティングチェアに腰かけ、美琴に関する調査報告書を挟んだファイルを見つめながら、泰晴は冷静に考える。

　──満島さん関係か？

　美琴がいうところの「借金」の内実を、泰晴は実は知っていた。彼女の父親が起こした事故のことも。泰晴に美琴を勧めようとした祖父が、事前に彼女の身上を全て調べたのだ。

　本人がいい人間でも、家族や身内がそうとは限らない。どんな家庭にも隠しておきたいことは多かれ少なかれあるだろうが、一応企業トップの結婚相手として、不安要素を減らしておくに越したことはない。そういう考えが間違っているとは泰晴も思わない。

　そして彼女の現状を調べた結果、祖父の光治郎はこの縁を一旦諦めようとしていた。父親の事件は不起訴になったにせよ、結果としては死亡事故だ。あまり聞こえのいい話ではない。いつか無責任な噂に煩わされるかもしれない。光治郎はそう言い、母親の玲子も頷いた。

　しかし押し切って見合いを決行したのは泰晴自身だった。

　祖母が助けられたことを聞いて、一度だけ彼女が勤める定食屋に食べに行った。会えても会えなくてもいい、それくらいの好奇心で。仕事の昼休みに行ったから当然ピークの時間帯だったが、その日は思った以上に混雑したらしく、なかなか料理が来ない客たちの苛立ちが店内に立ちこめていた。小さな子供はぐずりだし、会社員らしき男はイライラした表情で腕時計を見ている。厨房があるらしき方からも男性の怒鳴り声が微かに聞こえていた。その声も客を苛立たせていた要因のひとつだろう。

　なかなか頼んだメニューが来ず、今日は日が悪いかと帰ろうとした時、店に飛び込んできたのが美琴だった。元々いたスタッフの「お休みなのにすみません」という声が聞こえる。どうやら今日はオフなのに呼び出されたらしい。

　彼女はさっと上着を脱いで制服姿になると、エプロンを巻き付けて同僚に話しかける。

「遅くなってごめんね。デシャップ替わるから下げ場片付けて。牧くんは入ってくるお客様にお時間を頂くことを説明して。丁寧にね」

　美琴はきびきびと指示すると、今度は奥の厨房に向かって話し出す。

「現在トップの寄せ鍋定食は……ああ、もうできますね。同卓のアジフライもＯＫ。じゃあ出しますね。次の生姜焼きは二名様同時で。あ、先にこっちのフライドポテトも出しちゃいましょう。牧くん、これも提供お願い」

　ちょうどスタッフの出入り口に近い席だったから聞こえたというのもある。しかし彼女の登場で焦っていたスタッフが落ち着きを取り戻し、順番に温かな料理が提供され始める。まるで淀んだ空気の中に突然爽やかな風が吹き込んだようだった。

　泰晴がその変化にただ驚いていると、今度は本人が泰晴の頼んだ料理をお盆に乗せて持ってきた。

「大変お待たせしました。揚げ出し茄子のあんかけ定食です。ごゆっくりどうぞ」

　まるでさっきの混乱などなかったかのように、満開の笑顔だった。

　その笑顔に胸を撃ち抜かれる。かっこいい。そして可愛い。

　その後も彼女は料理を提供しては戻る足で空になった食器を下げ、提供が遅れた客には誠意をもって謝罪し、店を出る客には丁寧に頭を下げる。まるでカオスのようだった空間に秩序と安定をもたらすさまは、大げさかもしれないがちょっとした奇跡を見るようでもあった。

　──すごいな。

　素直にそう思う。飲食店勤務は誰でもできるように言われがちだが、決してそんなことはないと泰晴は思っている。そしてどんな業種であろうと、優秀な人材というのはいるものなのだ。例えば少ないスタッフで場を回す際の、マルチタスクをこなす潤滑油のような存在が。一企業の経営者として、泰晴は美琴の優秀さを確信していた。そしてそれ以上に、どんなに忙しくても常に誠意のこもった彼女の笑顔に惹かれてしまっていた。

　ただでさえ混雑し、忙しい中での接客だ。ただでさえ目立たないように地味な格好をしていった泰晴のことなど覚えていないだろう。

　だからこそもう一度会いたかった。

　普通に交際を申し込むことも考えたが、祖父の調査から聞いた彼女の今の環境だと、付き合って好きになってもらう時間を作るのは難しいだろう。却って彼女の負担になる可能性も高い。

　その点、お見合いなら色々と手間が省ける。互いの釣書は最初から渡せるし、どうしても気が合わなかったらすっきり縁を切りやすい。この場合美琴が、という意味だが。

　泰晴は祖父に頼み込んで見合いの場所を設定してもらった。

　あくまで初対面として。彼女がフラットに泰晴がどんな人間かを判断できるように。

　それが思った以上にお互い盛り上がってしまい、それゆえになんとか彼女を繋ぎとめようと画策し、今に至るわけだが……。

　美琴と二人きりの時に彼女がクビになったのも大きい。

　かなり怒りっぽい店舗責任者だとは聞いていたが、美琴ほど仕事ができるスタッフを軽々しく手離してしまうのだから呆れかえってしまった。むしろあれは彼女が言い返さないと思っての八つ当たりが大きかったのかもしれない。

　それでも電話越しに聞こえる店長の声は泰晴の気持ちをムカつかせるのに十分だった。

　──この男が彼女を不要だと言うのなら、僕が彼女を貰い受ける。無自覚な未熟さを猛省するといい。

　泰晴はそう決心し、祖父母や両親の協力を得て彼女との入籍を進めた。

　けれどさすがに母親の玲子はいい顔をしなかった。

　──ねえ、分かってる？　それって彼女を騙していることになるのよ？

　そうかもしれない。だから無理強いだけはしないと固く約束させられた。元より大事な彼女に無理強いするような真似は一切するつもりもなかったが。

　そこまでしてようやく家族的な体裁を整えた美琴に、何か変化が起こっている。

　──何があったか聞いても大丈夫だろうか。もしくはせめて心配していることを告げるくらいなら彼女の負担にならないだろうか。

　美琴があんな風になるとしたら原因は満島関連である可能性が高い。しかしどうやって切り込むか。美琴は泰晴がすべてを知っていることを知らない。もし事故のことを知っていると言ったら、彼女はこの偽装結婚に乗らなかっただろう。同情とかお情けを施される気がして泰晴の気持ちを信じられなかっただろう。

　それならあくまで偽装結婚としてしまった方が美琴は楽なはずだと思った。対等な労働の対価。

　しかし今になって、真実を知っていた上で敢えて黙っていたことが泰晴の決断を鈍らせる。

　泰晴は不安を覆い隠して彼女が引きこもっている自室代わりの和室をノックした。





　　◇◇◇






「少し、話をしたいんですがいいですか？」

　見ると彼女は小さな折り畳みの座卓の上に銀行の通帳を広げていた。

「あ、すみません。散らかしてて」

　美琴はなぜか謝ってその通帳を閉じて片付けようとする。

「忙しいようなら後でも構いませんが」

「いえ。ちょうど私も泰晴さんにお話があったので」

　静かな笑顔に、泰晴は不安を募らせる。こんな笑い方をする女性じゃなかった。もっと素直で生き生きとした表情をしていたのに。

「ここに座ってもいいですか？」

「ええ、もちろん」

　美琴は手にした通帳と小さな座卓を背後の押し入れにしまった。泰晴はそんな彼女の動きを目で追いながら、再び座った彼女の対面に一メートルほどの距離を空けて腰を下ろす。

「美琴さんの話ってなんですか？」

「泰晴さんの方こそ、先に話してください」

「僕は……ここのところ美琴さんの様子がおかしかったので、僭越ながらもし僕で相談に乗れることがあれば、と」

　いきなり満島のことを切り出すのは避け、当たり障りのない言葉で自分の気持を伝えた。

　泰晴の言葉に、美琴はキョトンとした顔になる。しかし自分がでかした数々の失敗を思い出したらしく、恥ずかしそうに眼を泳がせる。

「美琴さんが言いたくなければ別にいいんです。ただ……」

　心配しているのだと伝えることは、彼女にとって負担だろうか。体を重ねてしまっているとはいえ、建前上は偽りの夫婦であり、雇用主でしかない自分が心配することが。そんな迷いが泰晴の言葉を詰まらせる。

　そんな泰晴の迷いを察したのか、美琴は少し困ったような顔で笑った。

「……ああ、すみません。大したことではないのだけど……以前、借金があるとお話ししましたよね」

　触れるのを避けていた話題だ。美琴から話さない限りは泰晴も聞かないようにしていた。その話を、今、美琴がしようとしている。

「うん」

　泰晴は姿勢を正して美琴を見つめた。

「あれ、なくなっちゃいました」

「え？」

　えへへと笑う彼女に、泰晴は違和感を禁じ得ない。本当に借金がなくなったのなら、もっと明るい表情になるのではないだろうか。なぜ、美琴の瞳は暗く翳っているように見えるのだろう。

「それでですね、高時給で働く必要もなくなりまして、泰晴さんさえよければこの偽装夫婦勤務の期限を設けて頂くことはできないかな、って」

　美琴の言葉に泰晴はぎょっとする。

「期限、ですか？」

「ええ。もちろん今すぐとは言いません。結婚したばかりの女とあっという間に離婚したら泰晴さんの評判に傷がつきかねませんしね。だからたとえば二、三年後、とか……？」

　美琴は宙を睨みながら、適当な時期を思案している。

「それは……やはり美琴さんが今の状況に不満を抱えているということですか？」

　泰晴は冷静さを装って聞き返す。まだ数か月とは言え、結構うまくやっていると思っていた。たとえ偽りの関係でも、このまま日々を重ねればいつか本当の夫婦になれるのではと夢を見ていたのである。それなのに背中に冷や水を浴びせられた気分だった。美琴もなんだかんだ言いながら泰晴に好意があると思ったのは気のせいなのだろうか。泰晴が自分に都合のいい夢を見ていただけなのだろうか。

「不満だなんてそんな……！」

　泰晴が放った言葉に、美琴は慌てて顔の前で両掌を横に振った。

「泰晴さんにはとても良くして頂いてますし、不満なんてこれっぽっちもありません」

「じゃあなんで期限なんて──」

「だって……」

　──ああ、またあの目だ。最近チラつかせていた、どこか絶望に満ちた暗い目。

「いつか、泰晴さんに本当に好きな人ができた時、私が居たら困るじゃないですか」

「は!?」

　思わず大きな声が出てしまい、美琴がびくんと体を震わせる。

「あ、すみません！　つい大きな声を出してしまって……」

　泰晴は慌てて謝った。

「その、思いもしなかったことを言われたもので、つい……」

　それでも怖かったのか、美琴の目が微かに潤んでいた。泰晴は大きく深呼吸すると、できるだけ穏やかな声で話を続ける。

「その、仮にですね、他に本当に好きな人がいたら、その上であなたと偽装夫婦になるような真似はしません。そこまで不誠実な人間ではないつもりです」

「それは……でも、これからそんな人が現れないとも限らないじゃないですか」

　美琴はなぜか少し怒ったような声になる。

　だめだ。彼女はあくまで祖父が持ってくるお見合いを避けるためだけに美琴と夫婦になったと思っている。体を重ねているのも互いに気持ちいいから、それだけの理由だと思い込んでいる。泰晴が本当は美琴にベタ惚れしている可能性なんてこれっぽっちも思いつきもしないのだ。

「もしかして……美琴さんに他に好きなひとができた？」

　一抹の不安を抱えて泰晴は問い質す。そんな可能性だって皆無ではない。

「え？　まさか！」

「だって僕に好きな人ができるかもしれないってことは、美琴さんにも同じことがあるかもしれないってことでしょう？」

　泰晴の声には少し苛立ちが混ざっていた。分かっていたはずなのに。分かっていて彼女の負担にならないよう、細心の注意を払うつもりだったのに。

「借金がなくなったって言いましたよね。それならもう君は自由だ。誰を好きになってもいいし、誰と結婚しても構わない。その日が予定より早く来たから、僕との結婚が枷になったのでは？」

「そんな……！」

「美琴さんに好きな人ができたらなおさらだ。でもあなたは優しくて真面目な人だから、私の立場を慮って『期限』なんて綺麗な言い方で終わらせようと──」

　意地悪な気持ちで言った。彼女に好きな人がいないことなんて分かっていた。それでもこの契約を辞める話をされるのは裏切られたような気分だった。

「違います！　そんなんじゃありません！」

　美琴が激高して叫ぶ。

　二人は暫し睨み合った。まるで喧嘩する子供のように。

　けれど先に折れたのは泰晴だ。彼女を追い詰めることに何の意味もない。

「……じゃあ、話してください。本当のことを」

　びくりと美琴は更に何かを怖がる顔になった。

「本当のことって……」

「満島さんと何かありましたか？」

　覚悟を決めて彼女の名前を出す。

　満島の名前を出した途端、信じられないものをみるように美琴の目が大きく見開かれる。しかし泰晴が本当のことを言わねば彼女から真実を聞き出すことも叶わないだろう。そして今後、泰晴と美琴が互いに信頼関係を確立するためには、避けて通れないことなのだ。それがどれだけ痛みを伴うことになったとしても。

「その名前……どうして」

　細い声を出す唇がわなわなと震えていた。

「すみません。あなたとのお見合いを進めるに当たって祖父が色々調べました。お父さんの事故のことも知っています。だけどあなたにそれで負い目を感じてほしくなくて黙っていました」

「……うそつき」

　裏切られた者の目で、美琴が力なく呟く。その声の弱々しさが一層泰晴の胸を締め付けた。彼女は怒っているのではない。傷付いているのだ。何も知らないと信じていた泰晴がすべてを知っていたことに。知っていて黙っていたことに。

「うん、その通りだ。本当にごめん」

　どんな言葉も言い訳にしかならない。泰晴はある意味彼女のその負い目を利用したのだ。

「優しくて誠実な人だと思っていたのに」

　返す言葉がなかった。彼女の言う通りだ。自分はずっと彼女に嘘を吐いていたのだから。

　美琴は俯いて黙り込んでしまった。しかし二分後にぽつりと尋ねる。

「最初から……父の事故のことを知ってた？」

　泰晴も暫し沈黙する。しかし美琴が直前にもたらしていた沈黙よりはやや早く、噛みしめるように答えた。

「知ってました。お母さんが大学時代に亡くなったことも。それから美琴さんが一人で頑張ってきたことも」

　それだけじゃない。そんな境遇でありながらふてくされず真面目に生きてきたことも。自覚はなさそうだけど優秀な女性であることも。笑うと蕩けそうになるほど可愛いことも。

「だけど……美琴さんがなぜそれほどすべてを背負おうとするのかはよく分かりません。お父さんの過失があったにせよ、娘の君が満島さんをそこまで援助する義務はなかったはずだ」

　美琴の母親の主張は分かる。事故当時、満島純は幼い子供を抱え、更に妊娠中とあって頼れる者もいなかった。せめてもの償いに金銭的援助を、と思うのも分からなくはない。

　しかし娘である美琴が継続する必要はあっただろうか。

　実際、純は美琴の母親が亡くなった時点で援助の継続は断ってたという。それなのに頑なに続けようとしたのは美琴の方だったらしい。

　美琴は顔を伏せたままぽつぽつと語りだす。

「──じゃあ、そこまでは調べた中になかったんですね」

「え？」

　微かに見える口元が奇妙な笑いの形に歪んでいた。

「──あの日、仕事で疲れていた父に、迎えを頼んだのは私でした。それも買ったばかりの靴を、雨で濡らすのが嫌だと言うそれだけの理由で……」

　美琴の声には抑揚がなく、それが却って彼女の絶望を浮かび上がらせる。

「私、はしゃいでたんです。受験に合格する確率はギリギリだったからなんとか大学に受かったのが嬉しくて、なんかもうこの世に怖いものはない、くらいに浮かれてました。あの日も浮かれて街に出て、以前から欲しかった可愛い靴を買って履いて帰ろうとして。そうしたら雨が降り出して、濡らしてしまうのが嫌だった。だから渋る父に我儘を言ったんです。『絶対迎えに来て』って。ずっと父が仕事で忙しかったのも知ってたのに、今はそれくらいの我儘も許されると思ってた。でも駅でいつまで待っても父は来ませんでした」

　記憶を辿っているのか、美琴の目は遠くを見ていた。

「私は父がなかなか来ないことに少し腹を立てていて、『ごめん、遅くなって』って父が着いたら、お詫びに美味しいケーキでも買って貰おうかなんて考えてました」

　泰晴の脳裏にその時の美琴の姿が浮かぶ。まだ高校生で、無邪気に何の疑いもなく父の迎えを待ちながら雨の街を眺める美琴の姿が。なかなか来ない父親に腹を立てながら、やがてその腹立ちが不安に変わっていく様が。




　──お父さん、なんで来ないんだろう。何かあった？




「──迎えなんて頼まずにバスで帰ればよかった。靴なんて濡れても構わなかったのに」

　そう呟いた美琴の肩がひと際細く見える。幼い子供のようなその肩を、不意に抱きしめたくなる衝動を、泰晴は必死に堪えた。迂闊に抱きしめたら壊れてしまいそうなほど、美琴は今儚く見える。泰晴は忍耐強く彼女の表情から滲みだすすべてを読み取ろうと見つめ続けた。

「私が……父と、満島颯太さんを殺したんです」

　そう言って、美琴は動かなくなった。泰晴はようやく美琴が背負っていた十字架の正体に気付き、様々なことが腑に落ちる。

　──そうだったのか。自分が事故の引き金になってしまったことが、自ら幸福を遠ざけるほど負い目を感じさせ、追い詰めてきたのか。

　悪気のない、愛されて育った子供特有の他愛ない我儘が元で、二人の父親が亡くなってしまった。その事実が、ずっと美琴の華奢な肩にのしかかっている。

　──私は結婚はできません。

　最初にあった時、彼女はきっぱりとそう言った。その意味が、たった今泰晴の意識ではなく胸に届く。

　何かを言おうとして言葉が出ず、泰晴は何度か口を開けては閉じてから、結局膝を進めて彼女に近付き、ゆっくりと壊れ物に触れるように優しく抱きしめた。泰晴の腕の中で、美琴が小さく震えているのが分かる。

　泣くのを堪えているのだろうか。それとも泰晴を怖がっている？

　その答えを考える前にするりと声が出た。

「それは……辛かったね」

　小さな頭がびくりと震える。

「でもね。美琴さんが悪いわけじゃない。誰も悪くない。不幸な事故だったんだ。君のせいじゃない」

　陳腐かもしれないと思う言葉を、泰晴は必死に紡いだ。

「そんな、だって……私のせいなんです」

　反駁の声が弱々しく響く。

「私があの日、父に我儘を言わなければ」

　その仮定を、何度心の中で呟いてきたのだろう。罪悪感に圧し潰されそうになりながら、償うことだけを考えて。

「うん。お父さんは行かない選択もできた。でも車を出した。大事な可愛い娘に頼まれたら嫌とは言えない。それだけ君は愛されていたんだ。ごく当たり前に」

　美琴の体の震えが激しくなる。泰晴の胸元で押し殺したような嗚咽が響いた。泰晴はそっと彼女の頭を撫でる。

「初めて美琴さんに会った時、すごく大事に育てられた娘さんなんだなって思ったよ。まっすぐ人を見る目や、屈託のない仕草。本当は重たいものを背負っているのに、それを感じさせない明るさ。それらが生まれながらの場合だってあるだろうけど、育んだ人も確かにいたはずなんだ」

　生まれたての赤ん坊は一人では生きられない。少なからず守り、育てた存在が確かにある。加えて美琴がもつ屈託のなさは、明らかに愛されて育ったもののそれだった。

「だから──僕なんかが言うのは僭越だとは思うけど、君の御両親の代わりに何度でも言う。美琴さんが悪いんじゃない」

　きっと彼女の両親ならそう言うだろうと思う言葉を、泰晴は確信を以て重ねた。美琴がこれ以上背負わずに済むように。彼女が背負っているものを、自分が少しでも分かちあえるように。

「……う、あ……っ」

　嗚咽が激しくなり泰晴の胸の中で慟哭が始まる。

「わああああぁあぁああ……──っ！」

　幼い子供のように、美琴は泰晴の胸の中で泣きじゃくっていた。

　恐らく、今まで誰にも言えず、見せたことのない姿だった。泰晴は、そんな美琴の頭や背中を、ただ静かに撫で続けていた。





　　◇◇◇






「は～～～～……」

　洗面所の鏡で自分の顔を見て、しょっぱい声が出る。どれだけ泣き続けていたのか、美琴の目は厚ぼったく腫れ、泣きすぎて声は枯れていた。正直かなり不細工な顔だ。

　ひたすら泣きじゃくる美琴の背中を静かに撫でながら、泰晴は何も言わなかった。泣くのを止めもせず、慰めることもなく、ただ泣かせてくれていた。

「あはは、酷い顔」

　冷たい水で顔を洗い、タオルで水気を拭いながら、乾いた笑いが漏れる。

　それでも気持ちは不思議なほどすっきりしていた。

　ずっと、誰かに聞いてもらいたかったのかもしれない。ずっとこんな風に泣きじゃくりたかったのかもしれない。美琴の想いを受け止めてくれる両親が亡くなってからずっと。

　顔を拭いてリビングに行くと、泰晴がお茶を淹れてくれていた。

「どうぞ。温まると思います」

　いつもの優しい笑顔で泰晴が淹れてくれたのはほうじ茶で、茶葉を炒った匂いが香ばしい。口を付けると彼が言った通り、温かさが体の中に染み込んでホッとした。散々泣いたから体が水分を求めていたようだった。

「少し、落ち着きましたか？」

　泰晴の気遣う声が耳に心地よかった。

「はい。取り乱してしまってすみません」

「うん」

　美琴の言葉をしっかり受け取った「うん」だった。

「なんで泰晴さんは……」

　問いかけて言葉が止まる。

「どうしました？」

　美琴はもう一度頭の中をしっかり整理しながら声を出した。

「なんで、全部知ってたのに偽装結婚しようなんて言ったんですか？」

　父の事故のことは、泰晴にとってどちらかと言えばデメリットの類だ。

「……言わなきゃダメですか？」

　泰晴は困ったように眉を八の字にする。とぼけた少し情けない表情だが、美琴は大好きだった。可愛い、と思う。そんな可愛くて愛しい彼から、本当のことを聞きたかった。

　同情？　親切心？　祖母の恩人的な存在として放っておけなかった？

「だって泰晴さんの立場なら偽装妻になってくれそうな人、いっぱいいそうじゃないですか」

「そんなわけないでしょう。契約婚だなんてフィクションならともかく、よほど信頼関係があるか利害関係が一致しなければできませんよ」

　そうだろうか。

「でも社長だし、お金持ちだし」

　美琴の言葉に、泰晴は更に眉尻を下げて情けない顔になった。

「確かに収入は同年代の中ではいい方かもしれませんが、逆に欲に目が眩んでおかしなことになる可能性も高いです。ただでさえ古くからいる人たちに僕はぼんくら呼ばわりされているので、簡単に操縦できると思われがちですし」

「泰晴さんはぼんくらじゃありません！」

　即座に否定したが、そう思う一方で舐められやすいのかもしれないというのは分からなくもない。とにかく彼は優しい。怒鳴ったり激高したところをみたことがない。いつも誠実で、多少困ったことがあってもニコニコと呑み込んでしまうタイプだ。元バイト先の店長が怒りっぽいタイプだったのでつい比べてしまうのかもしれないが、泰晴の鷹揚さは美琴にとって魅力として映っていた。

「ありがとうございます。美琴さんにそう思って貰えたら嬉しいです」

　本当に嬉しそうににこにこ笑うから、抱き着いて頭を撫でたくなるのをぐっとこらえる。

「まあ、前社長だった祖父がぐいぐい型だったので、比較されやすいのもあるんですけどね」

　それも分かる、と思う。人はとかく比べがちなのだ。流行りの歌の歌詞にもあったけれど誰かと誰かを比べて自分の立ち位置を確認したがったりする。それ自体は決して悪いことではないのだろうけど。

「少なくとも私にとって泰晴さんは泰晴さんでしかないし、この上なく頼もしい上司だと思ってます」

　必死で本音を話したら奇妙な、さらに情けない顔をされる。

「上司、ですか」

「え？　だって雇用主だし」

「まあ、それは……」

　言いながら、泰晴は珍しく自分の頭をぐしゃぐしゃ搔きまわしている。

「泰晴さん？」

「いえ、信頼されているのは嬉しいし、頼りにしてもらえるのも光栄です。同じくらい、僕も美琴さんは信用できる方だと思っていますし」

「あ、ありがとうございます！」

　褒められて少し舞い上がった。自分なりには与えられたタスクを一生懸命こなしているつもりだし、いつも泰晴は美琴の仕事を褒めてくれるが、それだけに甘えちゃいけないと気を引き締めている部分もあった。

「それで、ですね……」

　泰晴は珍しく歯切れの悪い言い方になった。

「はい？」

「今後のことですが……」

「今後？」

　泰晴が怖いほど真剣な目を向けてくるから一抹の不安が生じる。

　え？　この関係はやはり解消しましょうとかそういう話？　もちろんそれを言い出したのは美琴のほうなのだが、改めて彼と別れることを考えた途端、急に怖さと寂しさが沸き上がった。なんて勝手なとも思うのだが、泰晴と会えなくなる生活は美琴にとって恐ろしいほどの空虚感を生み出していた。

　泰晴は少し震えている唇を開いて言葉を絞り出した。

「この際だから正直に言います。本当は、初めて美琴さんを見た時からずっと好きでした。内実共に僕の本当の妻になってもらえませんか？」

「え？」

　怖いほど真剣な泰晴の目元が赤く染まっている。彼の目を見れば冗談を言っているわけでないことは分かった。元々こんな冗談を言うタイプでもない。

　予想と真逆のことを言われて一瞬、脳がフリーズした。しかし言葉の意味を理解した途端、顔がカーッと熱くなった。

「え？　なんで？」

　咄嗟に素で出たのはそんな言葉だ。よもやプロポーズされるなんて思ってもみなかった。

　そりゃあお見合いの時から一緒にいてすごく楽しかったけど。離れ難くなってえっちまでしちゃったけど。

「……ダメですか？」

　ひたむきな目で見つめられて、心臓が高速で鼓動を刻み始めた。

「だ、ダメって言うか！　え？　だってなんで今！」

「それは……美琴さんはずっと一人で重い荷物を抱えていて、恋愛なんてする余裕はなさそうだったし、でも、あのまま別れてしまうことなんてできなかったので……必死で偽装結婚という策を弄しました」

　泰晴はきまり悪げに視線を斜め下に逸らす。けれど思い立ったように顔を上げ、美琴をまっすぐ見つめて言った。

「でも、本当に美琴さんが好きです。本当に好きです。こんな言い方小学生みたいだけど、僕は──！」

「ちょ、ちょっと待って！」

　美琴は口元を両手で抑えながら叫ぶ。突然の熱烈な告白に何をどう考えていいか分からなかった。

　ハッとして泰晴が止まる。

「美琴さん……？」

「ごめんなさい、これ以上は心臓がもたない……」

　上擦った声で囁くと、両手で美琴の手を取られ、そのまま包み込むようにぎゅっと握られた。

　美琴を見つめてくる泰晴の目が炎を宿しているかのように熱い。

「キスしたい」

「！」

　熱っぽく言われて体温が上がり、自分もそうしたいんだと分かった。

「ずるい言い方をしますけど、今夜は僕の部屋で寝てほしい」

　美琴の手を握る泰晴の手に力がこもる。彼の手の熱さに胸が震えた。

　──もう限界。何も考えられない。

　美琴は泰晴を見つめたまま、小さく頷いた。





　　◇◇◇






　彼のベッドの前で、抱き合ってキスをする。初めから深く求めあう激しいものになった。

　きつく抱き合い、酸素を求めるように舌を絡め合う。何度もそれを繰り返しながら互いの目の中を覗き込むと、欲情し、潤んだ自分の姿が映っている。

「好きです」

　泰晴の押し殺した声が脳に直接響いた気がした。胸が震え、体温が上昇する。

「私も」

　つるりと本音が零れ落ちる。泰晴は僅かに目を見開いた。

「本当に？」

　喉仏が上下に動いて彼が息を呑んだのが分かる。

「私も泰晴さんが好き」

　改めて彼に告げた。声に出してようやく自分の本心に気付き、嬉しくなってくすくす笑ってしまう。今まで閉じ込めてきた本当の気持ちだった。

「今まで幸せになんてなったらいけないって思ってたの。お父さんも満島さんも私が死なせたようなものだったから」

　遠因的には母親もそうなのかもしれないと思っていた。母に言ったら強く否定するのも分かっていたが、父の事故とその後の生活の負担や心労は決して小さくなかったはずだ。

　それでもせっかく受かったんだからと美琴を無理やり大学に行かせたのは、母なりの矜持もあったんだろうか。親として、子供の幸福を願うのは当然と言うばかりの。

　けれど母は泣き言も恨み言も一切言わなかったし、満島純もそうだった。あくまで美琴を蚊帳の外におこうとしていた。だからこそ本当のことを言えなくなったのもある。

　ギリギリ縁いっぱいにたまったコップの水を、溢れさせてしまいそうで怖かった。必死に抑え込んでいる「なぜこんなことに」という悲しみや怨嗟を。

「泰晴さんに会って偽物の夫婦として一緒に暮らすようになってから、私は幸せになってしまった。いいのかな。幸せになりたいなんて思っていいのかな。そんな気持ちがずっと心のどこかにあって……だから余計自分の気持を認められなくなってたんだと思う」

　泰晴は黙って聞いている。

「でももう無理。泰晴さんに好きって言われて、あ、自分もって気付いちゃったらもう溢れて止まらなくなっちゃった」

　言いながら目尻に涙が滲んだ。嬉しいのか悲しいのかよく分からない。

「ごめんね？　こんな面倒な女で」

　笑いながら言ったら泰晴は首を横に振った。

「謝るのは僕の方だ。君は最初結婚できないと言っていた。それでも手離せなくて、必死で偽装結婚なんて馬鹿な提案をした。どんな嘘をついても君が欲しかった」

　どこまでも真剣な表情の泰晴の頬に、そっと手を伸ばし彼の顔を包み込む。

「ありがとう。私を諦めないでくれて」

　素直な気持ちでそう言った。泰晴はそんな美琴をじっと見つめると、目を潤ませながら「うん」と頷いた。







４．本当の夫婦になりましょう








　キスを繰り返しながらベッドの上に横たわる。唇を重ねながら互いの着ているものを脱がせた。泰晴の肌触りのいい羽根布団の中で、あっという間に二人とも下着一枚の姿になっていた。

　そのまま抱き合う。

「美琴、美琴──」

　熱に浮かされたような声を出しながら、泰晴は美琴の顔じゅうにキスをした。

「ん、ん……っ」

　自ら舌を伸ばして泰晴の舌を招き入れる。彼は応じて美琴の口中を舐めまくった。

「キス、好き──？」

　目元を赤くしながら泰晴が訊いてくる。

「泰晴さんとするのが、好き」

　とろんと蕩けた目で返すと、彼の目の中の欲望が一層激しくなった。彼が自分に欲情していると思うと嬉しくて堪らなくなる。

「泰晴さんと会ってから、自分がこんなにえっちだって知ったんだよ……？」

　ダメ押しに囁いたら、首筋に強く吸い付かれた。

「痛──っ！」

　思わず声を上げると、ハッとしたように泰晴が顔を上げる。

「ごめん、つい──」

「大丈夫。びっくりしただけだから」

「……ごめん、今日は無茶苦茶にしちゃうかもしれない」

　乱れた髪でそんな風に言う泰晴がいつになくセクシーに見える。こんな彼を知るのは自分だけなのだと思うと、益々美琴は興奮してしまった。

「いいよ、泰晴さんになら無茶苦茶にされても」

　恥ずかしさもあって小声で言うと、泰晴は完全に雄の顔になって美琴の肌を舐め始めた。

「あ、あ、あ──んっ」

　首筋を吸われ、同時に両手で胸を揉まれる。大きな手で美琴の胸を包み込んだ泰晴は、少し乱暴に柔らかい双丘を揉み始めた。

「や、ぁあ、あ、あぁんっ」

　やがて降りてきた彼の唇が右の胸先をジュっと吸う。

「あぁっ！」

　先端への強烈な刺激に美琴の腰がビクンと跳ねた。

　同時にもう片方の先端も指で捏ねられる。ぷっくり膨らんだ先端を左右交互に吸われたり捏ねられたりして、美琴の嬌声は止まらなくなった。

「あ、泰晴さん、そんな胸ばかりダメ……」

　刺激の気持ち良さについ叫ぶが、泰晴は胸への愛撫をやめようとしない。胸に与えられた刺激は美琴の内部を辿り足の付け根からその奥へと伝わっていく。もどかしくなって美琴は太腿を擦り合わせた。気持ちいい。でも──。

「美琴の声可愛い。もっと聴きたい」

　泰晴はそう言って口に含んだ先端に舌を絡めたりコロコロ転がすようにする。その度に美琴の嬌声は大きくなった。

「ん、んふ──、んん……ふぁっ！」

　指を噛んで必死で声を殺そうとすると、ますます子宮への欲望も高まってしまう。美琴の上に体を重ねている泰晴の一部が膨らんで、時折陰部に当たって擦れるからなおさらだ。布越しの刺激がよけいもどかしさを募らせた。

　さんざん美琴の胸を可愛がってから、彼は身を起こして美琴が唯一身に付けていたショーツを下にずらし始める。

「あ──」

　抵抗できずされるがままになっていると、泰晴が嬉しそうに呟いた。

「まだ触ってもいないのにすごいびしょびしょ」

　言われて顔がカーッと熱くなる。

「分かる？　ここ、すごく濡れててトロトロになってる」

　泰晴の言葉が当たっているだけに恥ずかしい。見なくでも分かる。そこはきっと御馳走を前にして涎を垂らすように濡れそぼっているはずだ。ご馳走。泰晴の一部が美琴の中に入り込み、擦り、突き上げられ、恐ろしいほどの熱で与えられる快感を、美琴はもう知っていた。その感触を想像するだけで内側の震えが止まらなくなるほどに。

　いやらしい自分が恥ずかしい。それでも恥ずかしさより彼とひとつになりたい気持ちの方が強かった。

「だって……泰晴さんが、欲しくてたまらないの……」

　はしたなくおねだりするも、彼は微笑みながら美琴の脚を持ち上げて開き、淫部に顔を近づける。

「少しだけ待ってね。ちゃんと美琴だけの味を味わってから」

「え？　きゃ！」

　尖った鼻先が陰部に触れ、濡れそぼった美琴の花弁に口付けられる。彼は舌を伸ばして襞の間を舐めてきた。

「ひゃんっ！」

　尖った舌が谷間を行き交い、とろりと溢れた蜜を舐めていく。ざらざらした舌が敏感な場所を刺激し続け、美琴の中で快感の波が激しくせり上がってくるのを感じた。

「可愛い。それにすごく美味しい」

　言葉がもたらす呼気のささやかな刺激さえ、美琴にとっては恐ろしいほどの快感だった。

「や、それダメ、イっちゃう……っ！」

　止まらない蜜を吸い尽くすように激しく舐め上げてから、泰晴は一番な敏感な淫粒を探り出してちゅうっと吸った。

「はぁあああああぁんっ！」

　美琴の体が大きく跳ねる。体中に電気が駆け巡るように快感が走り抜け、びりびりと指先まで痺れてしまう。そして一気に弛緩し、ビクビクと細かい振動を繰り返した。

「もう、やだぁ……」

　あまりに敏感過ぎる体に、美琴は泣きそうな声を漏らした。

「可愛い。えっちな美琴、最高」

　いつもと違う少し意地悪な声に、なぜか変なスイッチが入った。

「私も、します」

「え？」

　美琴はまだ息を切らしたままむくりと起き上がり、そのまま泰晴を押し倒した。

「美琴!?」

　動揺する彼にかまわず、大きく盛り上がっているボクサーショーツに手を伸ばし、彼の一物を取り出す。ぼろんと飛び出てきたソレは充分に固くなっていた。あまり直視したことがなかったので一瞬狼狽えるが、それでも原始的な欲望が凌駕する。

「み、美琴！」

　制止しようとする彼を振り切って、美琴は竿に手を添え、口付けた。

　もう何度も泰晴とえっちはしているが、いつも美琴が気持ち良くされるばかりで美琴から動いたことはあまりない。けれど美琴も今獰猛な気分になっていた。

「私だって……泰晴さんのえっちな声、いっぱい聴きたい」

　なんの躊躇いもなく先端をぱくりと口に含む。そして本能のまま舌で舐め上げた。これが泰晴の欲望の化身。いつも美琴のナカで暴れまわり、理性を粉砕し脳をおかしくさせる源。怖くない。泰晴の一部なのだから怖いわけがない。

「ん……っ」

　歯を食いしばったような声が漏れる。美琴が聞きたかった泰晴の声だ。一生懸命全体を舐めながら、両手で竿部分を握って擦った。

「どほ？　気持ほちいい？」

　少しだけ口を離したが上手く喋れず舌足らずになってしまった。泰晴は真っ赤な顔で横を向く。何かに耐えてるような顔が可愛くて、更に横から竿部分を舐め始めた。とてもじゃないが、全部口に入れるのは無理だ。どうすればいいのか分からないから全体に舌を這わせた後、最後にもう一度先端を口に含んだ。

「美琴、それ以上はもう……」

「もほ？」

「出そうでヤバい」

　泣きそうな彼の声に自分でも驚くほど興奮したが、なにぶん口でするのは初めてで、上手くできているか自信がないので諦める。

「私のナカに入りますか？」

　顔を寄せて囁くと、泰晴は横に転がってまた美琴を自分の下に敷き、足を大きく開かせた。そのまま、ベッドサイドに目をやる。避妊具が入っている引き出しの方だと気付き、美琴は勇気を振り絞って言った。

「……付けないでも、いいですよ？」

　泰晴の目が大きく見開かれる。

「いいの？」

　だって本当の夫婦になるんだし。

　美琴は自分の発言が恥ずかしすぎて横を向いてしまう。呆れられないだろうか？　大胆過ぎてひかれないだろうか。だから続く言葉が蚊の鳴くような声になった。

「泰晴さんが嫌じゃなきゃ」

「嫌じゃない」

　少し食い気味の言葉が可愛かった。

「よかった」

　美琴が嬉しそうに笑うと、泰晴は再び真っ赤になって言った。

「僕の、本当のお嫁さんになってくれますか？」

　プロポーズだ。そう思うとくすぐったくなる。もう入籍はしているけど。えっちも何回もしてたけど。永遠の伴侶になる約束をしようとしているのだと思うと、歓びが胸に溢れかえっていた。

「はい」

　厳かな声で答える。

　泰晴は潤んだ目元を腕でぐいと拭くと、「ありがとう」と囁いた。

　そして美琴の脚を広げ、何も付けていない自らを蜜口にあてがう。美琴もごくりと息を呑んだ。

「いくよ」

　低い声が響き、挿入される。

「ん……っ」

　先走りで濡れていた泰晴の肉棒は、驚くほどすんなりと美琴のナカに入っていく。互いの粘液でぬちゃりといやらしい音が響いた。

「ヤバい、これ……」

　息をつめたような声で泰晴が呟く。

「めちゃめちゃ美琴のナカに吸い付かれてるみたいだ──」

「あ、──」

　美琴自身、埋め尽くされる感触で快感が高まっていく。泰晴は折り曲げた美琴の膝を一層高く持ち上げて、ズンと一層深く腰を押し込んだ。

「あっ！」

　勢いよく奥を突かれた衝動で、美琴の視界がチカチカする。

「奥、当たったね」

　泰晴が嬉しそうに囁いた。

「美琴のナカ、気持ちいい。温かくて締め付けられて、すぐにイっちゃいそうだ……っ」

　言いながら泰晴はギリギリまで腰を引くと、また勢いよく奥を突く。

「あ、ダメ、それ……！」

　恐ろしいほどの快感が美琴の体内を駆け巡る。突かれた子宮から沸き起こる快感が背骨を通り指先まで敏感にさせていた。体中で泰晴を求めている。正直付けている時と付けていない時の差はよく分からなかったが、それでもいつにも増して気持ち良さそうな泰晴の表情に、美琴もいつも以上の興奮を覚えていた。

　美琴の反応に勢いづいたのか、泰晴の動きが早く激しくなった。

「あんっ、あぁ、はぁんっ、泰晴さん、だめぇ、もうイっちゃう……っ！」

　言いながら彼の首に腕を回す。気持ち良すぎて上も下も分からなくなっていた。

「美琴、美琴──っ！」

　グラインドを付けながら何度も激しく突かれ、美琴は急激に絶頂に押し上げられるのを感じた。

　激しくも狂おしい抽送に体中が期待で震える。すべての感覚が子宮に集中した。そこにもたらされる熱と擦り合い、ぶつかり合う感覚、溶け合って一体化する瞬間への渇望が美琴のすべてを支配する。美琴はなにひとつ逃すまいと必死に泰晴の体にしがみついた。

「美琴、出る──！」

　泰晴の囁きに、美琴は彼の背中に回した手に渾身の力を籠める。

「キスしてぇ……」

　泣きながら叫ぶと、泰晴は被りつくようなキスをする。激しく舌を絡め合いながら、ひと際強く突かれ、直後、美琴のナカに熱い精液が放たれた。

　どぷり。

「あぁ…………っ」

　放たれた精液が美琴の胎内に満ちていく。それだけで忘我の極致に堕ちた。泰晴が美琴の体を強く抱きしめている。美琴も手足を絡めて彼に抱きつき返した。

　熱い。気持ちいい。愛しい。

「好き、泰晴さん、大好き──」

　掠れた声で囁く。

「僕も、愛してる──」

　汗ばんだ顔を重ねて深いキスをする。

　繋がったままの体をびくびくと震わせながら、二人は同時に昇り詰めていった。
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　体を繋げたまま、激しく肩で息をしながら二人はしばらく動けなかった。

「……ごめん、重たくない？」

　まだ息切れしたままの泰晴の問いに、美琴は「大丈夫」と答える。答えながら泰晴の背中に腕を回してぎゅっと抱きしめた。今は一ミリの隙間もなくくっついていたい。

「もう少し、このままで……」

「美琴……」

　泰晴は少しだけ顔を浮かせると、また優しく濃厚なキスをする。美琴も嬉しくなって舌を絡めて応えた。

　五センチだけ顔を離し、見つめ合って微笑み合う。互いの瞳の中に多幸感に酔いしれる自分が映っていた。

「泰晴さん、大好き」

　彼の目を見て言った。

「うん」

　答えながら目元を赤くしている彼が可愛かった。

「大好き。愛してる」

「え」

　どんどん泰晴の顔が赤くなっていく。可愛い。

「いつもの優しい泰晴さんも好きだけど、えっちの時の少し余裕がなくて必死な感じも色っぽくて大好き」

「え？　……え？」

　益々動揺する泰晴の、男根が美琴のナカでむくりと膨らんだ。

「あ」

　それに気付き、美琴の頬が今度は熱くなる。

「これはその！　美琴が！　可愛いことばっか言うから……！」

　慌てて言い訳する泰晴の、唇にちゅっと口付けた。今までは一度すれば寝てしまっていた。互いに無理強いを何となく避けたからだ。けれど。

「もう一度シますか？　その……夫婦の営みを」

　美琴が恥ずかしそうに言うと、泰晴は満面の笑顔になって「うん」と頷いた。




「今度はゆっくりしようか」

　ベッドの中で互いの四肢を絡ませながら、泰晴は楽しそうに提案してくる。体の一部はまだ繋がったままだ。泰晴の硬度は半分残っているくらいだろうか。

「え？　ゆっくりって？」

　彼の意図が分からず、美琴はキョトンと聞き返した。

「例えば──お互いの気持のいい所を触りっこするとか」

「ええ!?」

「僕が思うに──美琴はここが弱いよね」

　言いながら泰晴は美琴のツツツと首筋に指を滑らせる。

「ん……っ」

　彼が言う通り、触れられるだけで体がビクンと震えた。

「あと……ここも」

　横たわって向かい合いながら、泰晴は今度は美琴の耳をさわりと撫でた。

「んん……っ」

　くすぐったさと得も言われぬ悦びが体の芯から湧いてくる。

「もうっ！　泰晴さんばっかりずるい！」

　反逆心が沸いて美琴は泰晴の顔を触り始める。美琴が大好きな彼のシャープな頬は、伸びてきた髭で少しざらざらしていた。

「もう、伸びてきてるんですね……」

　いつもつるりとした肌の泰晴を見慣れていた美琴は感心したように呟く。

「そりゃあ……毎朝剃ってはいるけど、もう夜中だし……」

　泰晴は困惑したような声を出す。

「髭ざらざらの僕は嫌？」

　聞かれて美琴はおかしくなった。

「そんなわけないじゃないですか」

　美琴はざらつき始めた泰晴の頬に顔を寄せてちゅっとキスした。

「どんな泰晴さんだって大好き」

　そして耳元で囁きながらその耳朶を軽く食んだ。

「ん……っ」

　泰晴の色っぽい声が聞こえる。なるほど、これは楽しい。

「泰晴さんも耳が弱い？」

「分かんないけど、……美琴の声にゾクゾクした」

　見れば首筋が赤くなっている。気が付けば美琴の中で泰晴が少し膨らんでいた。

「楽しいですね、さわりっこ」

　美琴は無邪気な声を出しながら脈打つ首筋に口付ける。

「くすぐったい……」

　くぐもった泰晴の声に、美琴自身の欲望が高まっていく。泰晴が固くなっているのか、美琴が締め付けているのか分からなくなってきていた。もしかしたら両方かもしれない。

「いっぱい触りたい。泰晴さんも触って？」

　彼の頬を両手で挟み込み、至近距離で見つめ合いながら囁くと、泰晴の顔が近づいてきて唇にキスをする。

「美琴、大好き」

　言いながら真実幸せそうに美琴の胸をまさぐる。大きな手が美琴の胸を包み込み、指先を沈み込ませてその感触を存分に味わっていた。

「おっぱい、好きですか？」

「ごめん、大好き」

　そのふにゃっとした笑顔に脳が溶けた。可愛い。食べてしまいたいくらい可愛い。

「私も泰晴さん大好き」

　キスとくすくす笑いを繰り返しながら互いのありとあらゆる場所を愛撫しあう。肌の火照りがピークに達したら、ゆっくり繋がった部分を擦りつけ合い、その感触を確かめ合った。激しい快感とは別の、ゆったりとした充足感に満たされる。

「好き、大好き──」

　なんども甘い言葉を囁き合いながら、結局その晩は明け方までイチャイチャしたのだった。
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　改めて夫婦になったことで、給料形態が問題になった。泰晴は今のままでもいいと言うが、美琴としては何か釈然としないものが残る。実際家事労働への報酬と思えばおかしくはないと泰晴は主張するが、家族になるのならその形はどこか歪な気がする。

　夕食後の団欒の際、平行線の意見を緩和すべく泰晴はほうじ茶を啜りながら言った。

「……じゃあ、うちの会社で働いてみますか？」

「え？」

「先日うちの庶務で欠員が出まして。残った方たちが優秀なので一応滞りなく回してもらってはいるのですが、やはりもう一人いた方が何かあった時に安心だと言われています」

「庶務課、ですか」

　言葉は知っているが具体的に何をやるところかはピンとこず、美琴は聞き返した。

「要は雑用全般ですが、細かい所に目端が利いて柔軟にマルチタスクがこなせる必要があるので美琴さんなら向いてるんじゃないかと。もちろん正式な面接を人事で受けてからの採用になります」

「やります！　やらせてください！」

　前のめりに言った。もちろん偽装妻としての仕事も手を抜いたつもりはないが、ちゃんとした仕事で社会参加したかった。美琴のやる気に満ちた答えに、泰晴も嬉しそうな顔をした。

　そんなわけで面接を受けたらあっさり通ってしまった。考えてみれば社長夫人なのだから簡単には落とせないだろう。それでも仕事は仕事だ。こんな縁もあるのだと割り切ることにした。

　社長の妻の採用に、なんだかんだと初めは少なからず好奇心や懸念を示していた周囲の社員たちだったが、美琴の明るい性格と丁寧な仕事ぶりに評価を上げていった。泰晴の会社はホワイト企業で人間関係も落ち着いていたから、馴染んでしまえば仕事はとてもやりやすい。

　無理な仕事を抱えてる者もいないし、給与形態や休暇の取得、福利厚生もしっかりしている。当然サービス残業等もなかった。なにより社員同士の信頼関係が厚かった。どんな些細なことでも、必要とあれば話し合う体制が取れている。なるほど企業がホワイトだと人は不要なストレスを抱えずに済むのだ。

　そして美琴はいわゆる雑用が決して嫌いではなかった。泰晴が言うマルチタスクについてはあまり自覚がなかったが、全体を見て動くのはバイトで鍛えられたから、どこで働くのも決して無駄になってはいなかったのだと痛感する。

　美琴が就職すると同時に家事の仕様は改めて見直されることとなった。給与が発生しない代わりに無理のないやり方を話し合う。結論としてできるところは泰晴も協力し、二人でやり方の情報を共有することにした。

　出勤してしまえば部署が違うので殆ど接触はない。その方が二人にとっては都合もよかった。一緒にいる時間があればやはり少なからず他のスタッフからの気遣いが生じるからだ。美琴の人柄や能力が評価されるまで、個々で動いた方がメリットが大きい。

　あくまで美琴は中途採用の社員として、現場でベストを尽くす。泰晴も無駄なトラブルを避けるべく彼女に関しての発言は一切控えていた。

　それでも同じ社内である。時折遠くから泰晴の姿を見かけることがあるとやはり嬉しくなったし、真面目に仕事をしている姿はかっこいいなあと惚れ直した。

　何より社員に慕われている泰晴が誇らしい気がした。泰晴自身は概して目立つタイプではないのでカリスマ性や牽引力があると言った感じではないのだが、それでも彼らが社長の話をするときはどこか温かい空気を感じることができた。そして泰晴は決して無能な男ではない。それは問題のある上司を持っていたからこそ実感することでもある。もっとも一店舗の店長と大きな企業のトップを比べるのも失礼な話かもしれないが。

　──かっこいいな、泰晴さん。

　折に触れ、そう感じることが、美琴は嬉しくてたまらなかった。





　　◇◇◇






「美琴さん、評判いいですねえ」

　社長室に書類を持ってきた古参の人事部長が、面白そうに漏らした。社長と名字が同じだから、必然的に名前呼びになってしまう。美琴もそれは了承していた。

「なんというか……目立ったスキルはないのに、とにかく場の回し方が上手い。正直面接をした時は凡庸に見えたし、まだ研修期間中ですから基本的に雑用しかしてない筈なんですが、彼女がかかわった部署は少なからず効率が上がっています」

　泰晴は片方の眉を上げてニヤリと笑う。

「いいでしょう、彼女」

「社長はご存じだったんですか？」

　面接時、泰晴は面接官として参加していなかった。できるだけ彼女が「社長の妻」であることを意識させたくなかったからだ。そして人事部長が言う通り美琴に履歴書に書くような特技はないし、逆に瑕疵もない。一見目立たぬ地味な女子社員に見える。

　しかし一度だけ見たあのバイト先での彼女がずっと泰晴の心に残っていた。彼女はとにかく全体を把握する能力が高いのだ。その上で弱い部分をさっとフォローできる。だからこそ一歩間違えれば便利に使われてしまう恐れもあるが、「社長の妻」というポストがそこを守ってくれるだろう。

「はい、と答えたらのろけに聞こえそうで困りますね」

　泰晴らしい遠回しな肯定に、人事部長は笑みを漏らして続けた。

「『相手に敵意を抱かせにくい素直さ』も強力な武器となっています」

　人事部長の言葉は泰晴の意見と同じものだった。美琴は集団の中において、よい緩衝材となり得る人材だった。あとはテラーズとの親和性だけだ。

「入社してもらう損益勝率は五分五分かと思っていましたが、いい方に転んでよかったです」

　社長である泰晴の言葉に、人事部長は破顔した。

「社長、あなたの強みはぼんくらそうに見えてその実、人をよく見ているところですな」

　上司に対するとも思えぬ遠慮のない発言に、泰晴は苦笑する。

「彼女のこと、よろしくお願いします」

　とは言え美琴に関してはまだ入社して日も浅く、慣れないことも多いだろう。頭を下げる泰晴に、人事部長は「社長が簡単に頭を下げないでください」と困ったように微笑んだ。





　　◇◇◇






「風評被害、ですか？」

　ある日美琴が出社すると社内がざわついている。美琴がテラーズで働き始めて三か月が過ぎようとしていた。同じ庶務課のベテラン社員のため息に何事かと尋ねると、そんな単語が返ってきた。

「正確には風評被害とも違うのかもしれないけど……」

　長年テラーズに務めているという五十代の女性社員は眉間に皴を寄せながら言った。

　彼女曰くテラーズの元社員が自死したとＳＮＳで投稿されたらしい。発信主は自称被害者の伴侶で、執拗なパワハラにより追い詰められて夫は自ら命を絶ったと発言。その書き方がいかにも切々としていて、それに飛びついた多くのインフルエンサーや動画配信者が「それが事実なら許せない」と拡散したことで一気にバズッた。そんな事実は一切ないと社の広報から公式発表しているのだが、事実を秘匿しているのではと非難轟々になる有様である。

「そんな。根も葉もない噂の範囲じゃないですか」

「虚実混交がネットの世界だからねえ。特に企業トラブルは無責任な第三者からしたら、憂さ晴らしに叩きやすいんでしょ」

　彼女は肩を竦めて息を吐いた。

　驚いたことにその噂により会社の株価も下落しつつあるという。

「それが発信主の発言が結構信ぴょう性と説得力のある文章だったらしくてね」

「でも……実際にそんなことがあったんですか？」

　不安になって訊いてみる。美琴が働いたこの数か月ではそんな雰囲気は全くなかったが、多くの人が働いている以上、何らかの諍いやトラブルはあるだろう。

「あるわけないでしょ。あの泰晴社長がパワハラなんて想像もつかない。けど……」

　そう言って彼女は言葉を濁す。同僚の言葉に美琴はギョッとする。美琴はパワハラの主が誰かなんて知らなかった。しかし彼女は真っ先に泰晴の名を出した。つまりやり玉に挙がっているのは泰晴なのだ。もしくは思い当たる出来事の中心にいるのが泰晴だったか。

「けど？」

「……まあ、人の噂も七十五日。その内落ち着くでしょ」

　彼女はため息交じりに呟き、それ以上の言葉はなかった。美琴は更に突っ込んで聞き出すのも躊躇われて口を噤む。

　しかしその日から泰晴の帰宅は遅くなった。取引先や株主たちへの対応に追われているらしい。美琴も何か自分にできることはないかと必死で考えるが、今の時点では邪魔にならないようにするしかない。夜遅く帰宅する泰晴はいつもの穏やかな笑顔でいるものの、やはり疲労の影が見える。「美琴は先に寝てていいよ」と言われていたが、せめてもの思いで温かい食事や風呂を用意した。

　その内美琴たちの自宅付近にも週刊誌の記者か、あるいは野次馬の類がちらほらと姿を見せ始めた。当の発信元であるアカウントはなぜか姿を消しているというのにだ。

「あの発信主を確定できないんですか？　弁護士を通じて名誉棄損で調べられるのでは」

　美琴の問いに泰晴は苦笑する。

「実は発信主はもう特定してるし、伴侶の自死云々もデマだよ」

「え!?」

「自殺した人間なんていない。そもそも発言主は未婚だし、あれは元社員の自作自演だ」

　あっさり告げられた事実に美琴は愕然としてしまった。

「だったら！　本人からそんな事実はなかったって公表してもらえば！」

「そうしたいのはやまやまなんだけど……実は彼女自身こんなに拡散されておおごとになるとは思っていなかったらしくて、今、メンタルをやられて引きこもり状態だ」

「そんな……！」

　彼女、と言う言葉に反応する。件の社員は女性だったのだ。

　性別はともかく、勝手に被害者面で事を起こしておいて、思いもしなかった展開にビビっているということだろうか。

「たまたま拡散力の強いアカウントの目に留まったのが運が悪かったとも言えるだろうね。彼女の投稿をバズらせたのは、元々労基関係にいきまく言葉の強いアカウントだったようだし。とはいえ拡散する全員が事実関係を確認しているわけではない。もちろんその辺は無責任な噂レベルだからね」

　それも分からなくはない。たまたま見かけた発信だって、共感するものがあれば気軽にハートを送ったり拡散したりは美琴もしていた。急にそんな事実が怖くなってくる。

「彼女のご両親とも話したんだけど、今は静観するしかない」

「でも……元々悪いのはその人じゃないですか！」

「うん、そうだね」

　泰晴の穏やかな笑顔が今は腹立たしい。なぜ怒らないのだろう。優しいにもほどがあるんじゃないだろうか。

　元々広報部に所属していた彼女は、中途採用ということもあってか、とても活発で精力的な社員だったらしい。

「社の宣伝にＳＮＳを始めようと言ったのも彼女だった。ネット情報は時代の最先端だからと。とはいえネットツールは諸刃の剣だ。くれぐれもコンプライアンスに抵触しないことを条件に許可した。しかし彼女の発信はやや話を盛りすぎるきらいがあってね……」

　元々個人的にもＳＮＳを利用しており、フォロワー数も多かったという。それ故に功を焦ったのかもしれない。彼女の発信に受けを狙うためのやや過激な内容が含まれはじめ、テラーズのフォロワー数は上昇したものの、一企業の発信としては目に余り始めた。投稿前の上司チェックも課していたが、それも不服だったらしい。結局私物化したような投稿にフォロワーとのトラブルが頻発し、その担当を下ろさざるを得なくなった。尻拭いを自力で何とかしようとして自爆したとも言える。

　広報の責任者と一緒に社長である泰晴も交えて話し合い、問題点を明確にしてしばらく休養を取るように勧めた。しかし彼女はプライドが折れてしまったのか、失意のまま会社を辞めてしまったのである。

　会社を辞めてしまえばもう個人の問題として立ち入れない。ＳＮＳは一旦時間をおいてから泰晴自ら火消しを担当した。彼が一番向いていたからだ。それからはコンプライアンスに則った運用がなされている。

　しかし今回の騒動はどうやらその元社員が起こしたことだった。結局辞職に追い込まれたと思い込み、不服が募った結果である。

　泰晴自ら元上司であるスタッフと共に改めて本人とその同居家族に確認に行ったのだが、家族である両親はもはや腫れ物に触るような状態だったし、本人は怯えて顔も見せなかった。彼女の部屋の前に立っても、ドアを閉めたまま「会いたくない！」の一点張りで、会社に迷惑をかけたというよりは、自分の立場があやういことにいっぱいいっぱいになっているらしい。反省しているかすらあやしいだろう。

　とにかく事実を確認し、今後この件に関しては一切関わらないこと、必要な医療機関を受診することを条件に不問に付すことになった。

「そんな！　それじゃあ、やられ損じゃないですか。その人が『全部嘘でした』って言えばすむことなのに……！」

「だからと言って、精神の均衡を崩した彼女が本当に死んでしまっては困るでしょう」

「！」

　泰晴の怖い言葉に美琴は黙り込む。

　現代において、インターネットの普及により情報は光の速さで駆け巡るようになった。そして確かにＳＮＳは色んなことを呟く場でもあるし、本当も嘘も、流して面白がってしまえばいいというのも分からなくはない。

　彼女は自分が抱えた鬱憤を、発信することで発散したかったのだろう。せいぜい一、二桁の共感や同情が貰えればよかったのかもしれない。

　しかし反応する側が好意的とは限らない。いや、今回のことに関しては彼女に対しての同情も大きかったのだろうが、お祭りに参加するように面白がって広めた者だっているはずだ。誰かの尻馬に乗って正義を標榜することが楽しい者だっているのだから。

　もちろん拡散力の強さがすべて悪いとは思わない。それが真実であるのなら、明るみに晒さなければならないこともあるだろう。しかしあくまで真実ならばだ。

　考えれば考えるほど、美琴は訳が分からなくなってしまった。分かるのは目の前の愛する人が困っているという事実だけだ。

「私に──何かできることはありますか？」

　縋るような目を泰晴に向け、美琴は問いかける。何かすることで自分の無力感に立ち向かいたかった。そんな美琴の心情に気付いているのだろう。泰晴はいつにも増して優しい声で言った。

「今はなにも。でも便乗してトラブルを起こす奴もいるから美琴さんは気を付けて」

「──はい」

　釈然としない気持ちは残ったが、辛うじてそう答えたのだった。





　　◇◇◇






　しかし最悪の出来事が起こってしまった。テラーズに対する攻撃がとうとう美琴にも及んだのだ。

『社長の妻はその地位を利用して会社にコネ入社したらしい』

『その妻の父親は事故で人を殺しているらしい』

　どこで調べたのか半端な情報がネット上を錯綜する。美琴は会社に行けなくなった。何も悪いことはしていないのだから誰に憚る必要もないのだが、まだネタを拾えると思う動画配信者がちらほら会社のそばに湧いたので、迷惑をかけまいと慮り、上司と相談してリモートワークにしてもらった。進んでデータ整理などの仕事は引き受けたものの、元々直接人と会って場を回すのが得意な美琴としてはいささか物足りなさが残る。泰晴としては、これはあくまで美琴の安全のための緊急避難的措置だから気にする必要はないと言ってくれたが、一人で家にいると気分が沈んだ。泰晴の手助けになるどころかこれではお荷物ではないだろうか。

　父のことを持ち出されるのも辛かった。既に六年前に終わった話だ。被害者遺族とも意思の疎通はとれている。それを無関係の他人からどうこう言われたくはなかった。

　満島のことも心配で連絡したが、幸いそちらに影響は及んでいないらしい。逆に美琴のことを心配されてホッとした。けれどテレビやネットが怖くて見られなくなった。そんな美琴に、泰晴は不屈を思わせる力強い声で言った。

「こんな状態はもう終わらせます。これ以上美琴を傷つけたり不自由をさせたりしたくない。だからもう少しだけ僕を信じて待っててほしい」

　終わらせる？　どうやって？　そう思ったが怖くて聞けなかった。

「あと……これ、会社の人たちから」

　渡されたのはＡ４サイズの社名入り封筒で、中には小さなメモのような紙が何枚も入っている。中身を取り出してみると、会社の同僚たちからだった。

『美琴さん、大丈夫ですか？　社長を信じて待っててね。庶務課／倉くら橋はし』

『こんなバカげたことが落ち着いたらまた一緒にランチに行きましょうね！　庶務課／朝あさ木き』

『社長と、わが社の築いてきた社会的価値を信じてください。経理課／久く慈じ』

『美琴さんの明るい笑顔が恋しいです。また一緒に働きましょう。総務／勅て使し河が原わら』

『美琴さんがいないと社長の元気もなくなるのでいつでも戻ってきて下さい。秘書課／三み倉くら』

　他にも美琴を励ます言葉が並んでいた。一緒に小さなお菓子や美味しそうな紅茶のティーバッグなども同封されている。どれも短文だったが、手書きなのは少しでもネットデジタルを感じさせないためだろうか。ほんの短い間しか一緒に働いていないのに、関わり合った同僚たちの温かい心遣いに目頭が熱くなる。

「言っとくけど、僕が頼んで書かせたわけではないですから。この数か月でみんなの心を掴んだ美琴さん自身の人徳なので」

　なぜか少し照れたような顔で泰晴は告げる。

「嬉しいです。こんな私になんて言っていいのか……」

「いいでしょ、うちの会社」

　子供が自慢するような声に、初めて美琴の口元がふんわりと緩む。

「はい」

「ちゃんと戻れるようにするからね」

「うん。でもどうやって？」

　泰晴は珍しくニヤリと笑う。

「目には目を、歯には歯を。ＳＮＳにはＳＮＳを、だ」





　　◇◇◇






　その動画が配信されたのは金曜日だった。某区役所の人気動画だ。そもそも区役所という公的機関が動画を配信していること自体が珍しいが、区長が若く精力的にデジタル事業を推進し、身近な企業や職業を紹介することで自治体を活発化させることを目的としていた。

　公的機関が発信しているにもかかわらず、区のゆるキャラである可愛い区の花を象ったぬいぐるみを被ったＭＣは、その可愛い外見に反した毒舌で、かなり庶民目線に寄り添っている。そのギャップとコンプライアンスギリギリの発言が若者を中心に受けていた。

　その動画のゲストとしてテラーズの社長である泰晴が出演したのだ。

　今までも様々な企業の代表やボランティア団体等の代表が出演しているから、泰晴の出演自体は何もおかしくない。泰晴はテラーズで開発した、震災などに対応する安全性を高めた壁紙や照明について、開発現場の動画や実験記録も交えて紹介した。熱意のこめて自社商品の紹介をする泰晴に、ゆるキャラのＭＣは素直に感心の声を漏らしたが、時折かます天然ボケに鋭いツッコミが入って周囲の笑い声が入る。泰晴の温和で天然な性格が番組をいつにもまして盛り上げていた。

「最近いや～な噂も立ってますけどその対策としてこんな天然を演じてるんだとしたら、社長かなりやり手ですね」

　ＭＣの際どいセリフに、泰晴は春のたんぽぽのような穏やかさで答える。

「そうですよねえ」

「否定せんのかい！」

　泰晴は照れくさそうに頭をかいたがそれでも否定はしなかった。謙遜よりも自負が大事だと分かっているからだ。

「最初の説明にあったとおり、ずっとぼんくら社長って呼ばれてたもんで。ピンとこないんですよ。あ、でも色々あってから創業当時からの社員さん全員、亡くなった方の死亡内容は確認しました」

「え？　創業当時から？　全員!?」

　泰晴の言葉に、ゆるキャラはギョッとした声を上げて大げさに体を跳ねさせる。表情を変えることはできないからその分リアクションが大きいのだろう。泰晴はそんなリアクションをものともせず変わらない無害な笑顔で説明した。

「はい。定年で退職なさった方やご本人の都合、希望で転職なさった方など、三百六十二名、全員確認しました。やはり創業当時の方はかなりのお年になりますから老衰や病気で亡くなった方も多くて、できるだけご仏前に手を合わさせていただいてきました」

　言いながら最後にまた手を合わせる様子が、泰晴の誠実さを期せず体現している。

「そこまでしたんだ？」

「我が社に貢献してくださった方たちですから……幸い途中でやめた方が少なかったので情報を追うのは難しくなかったです」

「途中で辞める人が少ないってことはいい会社なんですかね？」

「そうだといいなと思うんですけど」

　ニコニコ笑う泰晴に邪気はない。

「実は去年結婚されて、奥さんも働いていらっしゃるんですよね？」

「ええ。ちょうど人手が足りなくなった部署があって、彼女は仕事ができる人なのは分かっていたので、人事で面接を受けてもらいました」

「そこは正式に手順を踏んだんだ」

「もちろん」

「奥さん、可愛いですか？」

「え!?　あ、あの……っ！」

　唐突に織り込まれた意地悪な質問に、それまでマイペースだった泰晴は目に見えて真っ赤になる。そして震える声で言葉を絞り出した。

「ものすごく……可愛いです──！」

　大真面目な返答にスタジオがどっと沸く。

「真っ赤にならないでくださいよ！　こっちが照れるわ、もう！」

　またもやスタジオ内で大爆笑。調子に乗ったＭＣに泰晴は散々からかわれて終わる羽目になった。

　その日の動画再生数は二十万を越え、その後も泰晴のキャラの素のおかしさにじわじわと再生数を伸ばしていった。そうすると現金なもので、泰晴の人気が上がると共に誹謗中傷の発信もそのなりを潜めた。美琴を見張るような輩もあっという間に減り、美琴は無事に仕事に復帰できるようになった。

「元々あの番組に出演するオファーは受けていたんです。でもその矢先にあんな噂が立って。向こうの方とも何度か相談したんですが、結局受けさせていただくことにしました」

　泰晴の顔も明るい。嬉しい。自分が悪意の的にならなくなったことももちろんだが、泰晴の明るい笑顔が美琴にとって一番の安心材料だった。この人さえ笑っていてくれたら、もうそれだけでいい。そう思えるような。

　しかし事はそれだけですまなかった。なんと『ぼんくら社長』を自ら称する泰晴の人気が高まってきてしまったのだ。曰く『基本マイペースなお日様キャラなのに奥さんのことだけ純情になるのがおかしくて可愛い』

　──え？　人の夫を可愛いっていうのはどうなの？　いや、泰晴さんは可愛いけど！

「泰晴さん、可愛いってコメントが日に日に増えてますが」

　美琴の声が微妙に尖る。

　動画というある意味リアルなリアクションを見せられる場であったからこそ、泰晴の人間性が生かせたと言っていい。それはそれとして、今まであまり目立たなかった泰晴に女性人気が高まるのは複雑な心境だった。自分だけが知っていた泰晴の素顔を、皆に知られてしまったような。

「あくまで客寄せパンダポジションですよ。その証拠に社内での評判はあまり変わってません。もっとも来年の新規採用には希望者が増えそうで、それは嬉しいですねえ」

　泰晴がそう言うのならそれで納得するしかない。あの動画で事態が収拾され、改善されたのは事実なのだし。けれど泰晴は別の方向で美琴のことを慮っていた。

「もしかして、妬いてくれてます？」

「……はい」

　訊かれて正直に答えた。その途端、泰晴の頬がぽーっと赤くなり、嬉しそうに口元が緩む。それにも少し腹が立つ。

「分かってると思うけど……僕が好きなのは美琴だけだからね？」

　不穏な空気を察したのか、泰晴はそう言って美琴の唇に口付けた。それだけで気分がふわふわと上がったので、自分の現金さに呆れてしまう。

　頬を染めて俯いてしまった美琴に、泰晴は額をくっつけて囁いた。

「でも──、美琴さんはもう少しの間気を付けていてください。まだ無責任なことを言うものが現れないとは限らない」

　その声はいつにも増して真剣で、緩んでいた神経がまたぴんと張る。

「……はい」

　社内でも美琴の父親について、噂する者がいないでもない。人の口に戸は立てられないし、好奇心にも同じくだ。庶務課の同僚に簡単に説明したら、彼らがさりげなくカバーしてくれているので助かってはいるが。

「私は泰晴さんの妻でいていいんでしょうか？」

　過去は消せない。ついそんな不安が口を突いて出る。

「当たり前でしょう！」

　泰晴の怒ったような声に、美琴は少しだけ涙交じりになって笑った。
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　テラーズの動画配信で騒ぎは一件落着と思っていたのに、美琴の過去はとんでもない方へ飛び火した。

　件の社員が『テラーズ』を訪れたのは、ほとぼりが冷めたと思われる秋口だった。社員同士でも散々動画での社長の愛妻っぷりを噂し尽くしたころだ。

　目が隠れるほど前髪を伸ばして真っ赤なワンピースを着た女が、従業員専用口で警備員と揉めていたのを、たまたまお使いから戻った美琴が見かけた。

　彼女は警備員となにやら言い争っていたが、ふと美琴と目が合った途端、駆け寄ってきて腕を掴む。

「会いたかった！」

「え？」

「美琴さん、ですよね？」

「あ、はい」

　思わず答えてしまってからしまったと思う。相手の正体も目的も分かっていないのに、自分の正体を明かしてしまった。

「私、動画で社長の回を見て、奥様に会ってみたかったんです！」

「はあ」

　前髪から覗く目が、少し血走っていて怖い。

「少しお話しできませんか？」

「あの、仕事中なので」

　やんわり断ろうと思ったら、ずいと距離を詰められた。

「どうやって社長に取り入ったの？」

「え？」

「親が事故ったんですって？　しかも死亡事故。それで同情を買ったの？」

「あなた──」

　そこでピンときた。テラーズの元社員で嘘の噂を流した女だ。警備員も通じるところがあったのか、彼女を抑えようと後ろに迫ってきている。但し相手が女性であることから、距離を掴みかねているらしい。

　そんな警備員の目をしっかり見て、美琴は唇だけで「社長を」と伝えた。若い警備員は、女の後ろで小さく頷きながら警備室にちらりと目をやる。中にいるもう一人がもう連絡しているということだろう。

「私と話がしたいんですか、逸いつ見みさん？」

　意を決して美琴は彼女の名を呼んだ。例の社員の名前は泰晴から一応聞いていた。逸見由ゆ奈な。ここはおちついて対処しなければいけない。彼女は今、普通の状態とは思えない。

　美琴の言葉に、彼女はニヤリと笑った。

「私のことを知ってるの？　初対面よね？」

　目に狂気が光る。彼女を怯ませようと思って名前を呼んだことが裏目に出ただろうか。

「精力的な方だったけれど体調を崩されてお辞めになったと聞いてます」

　ギリギリ嘘じゃない範囲で答える。

「あははは！」

　急に笑い出したので美琴はびくりと肩を震わせた。

「精力的な？　嘘ばっかり！」

　美琴はむんずと胸ぐらを掴まれた。彼女の背後にいる警備員も慌てて抑えようとするのを美琴が目で制止する。

「無能な社員の間違いじゃ？　いえ、お荷物社員かしら。やる気が空回って迷惑ばかりかけて居られなくなったのよ！」

　自虐的なセリフが続く逸見を、美琴は視線を逸らすことなく見つめ続けた。

「でもあなたも似たようなもんよね？　親を事故で亡くしたんですって？　それで社長の同情を買って結婚に漕ぎつけたんでしょ？　あの優しい社長ですものね。そりゃあほっとけなかったに違いないわ。それだけならともかく今度は会社にまで？　どこまで図々しいの！」

　支離滅裂な逸見の言葉に、彼女の本音が透けて見える。彼女は僻んでいるのだ。自分がそうなりたくてなれなかったポジションにいる美琴に、腹が立って仕方がないのだ。泰晴に対し、仄かな想いもあったのかもしれない。だから余計美琴が憎くてしょうがないのだろう。

「──言いたいのはそれだけですか？」

　美琴の放った言葉に、逸見は尚逆上する。

「何よ偉そうに！　あんたがどれだけ偉いって言うの？　ちょっと若くて暗い過去があっただけじゃない！」

　逸見の言葉が美琴の胸を刺す。本気で言っているのだろうか。美琴の父親の事故を不幸な過去と言って羨んでいる？　バカな。

「暗い過去なんて要らなかったです」

　言い返した美琴の言葉に、逸見は怒りにカッと目を見開く。反論されるとは思ってもいなかった目だ。しかし美琴は怯まなかった。

「過去に戻れるならあの事故をがなくなるように動きます。それで両親が生きていてくれるならなんでもするわ。──でもできないの」

　現実は翻らない。しかし淡々と語る言葉は逸見には届かない。

「社長を返して。私がいた場所を返して」

　返しても何も、彼女自身が自らテラーズを辞めたのだが、彼女の中ではそのポジションが美琴に奪われたことになっているらしい。伸びすぎた前髪の間から見える、自らを正義と信じるまっすぐな目線に、美琴は認知の歪みの恐ろしさを感じて身震いする。けれどここで引くわけにはいかなかった。美琴が引けば泰晴がしてくれたすべてが無駄になってしまう。

「社に戻りたければもう一度正規の手続きを踏んで面接を受けるんですね。そして社長はあなたのものではないのでお返しはできません」

　正論が逸見を追い詰めるだろうということは分かっていた。しかし美琴もいい加減腹が立っていたのだ。なぜこんな理不尽な目に遭わねばならない？　なぜ無関係なこの女に大好きだった両親のことを蔑まれるように扱われなければならない？

「あなたがどんなふうに頑張ってどんな風に傷付いたかは知りません。でもこんな風に社に来られるのは迷惑です。お帰り下さい」

　毅然と言い放つ美琴に、逸見は力を失ったように掴んでいた胸ぐらを離してふらりと一歩下がる。通じただろうか。あるいは諦めただろうか。

　しかしそれは油断でしかなかった。

　逸見はワンピースのスカートのポケットに手を突っ込むと、事務用のセーフティーカッターを取り出し、カチカチと刃を押し出す。折れ刃の幅が一センチ以上あるものだ。

「美琴！」

　背後で泰晴の声がする。え？　と思った時には肩を掴まれ後ろに引っ張られていた。入れ替わるように美琴の前に泰晴の背中が現れる。

　泰晴の肩越しに逸見の目が大きく見開かれるのが見えた。それでも吸い込まれるように泰晴の胸に飛び込んでいくのも。

　美琴の目の前でスローモーションのように泰晴の体が崩れ落ちる。そして現れた逸見の両手には血に染まったカッターナイフが握られていた。
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「いや～～～～～～～っ！」

　叫んだのは逸見だった。そんな彼女を、ことを察した警備員二人が羽交い絞めにする。既に迷っている暇はなかった。両腕を二人がかりで捕まれ、カッターは床に落される。騒ぎに気付いて集まってきていた他の社員たちも血相を変えて叫ぶ。

「救急車を！　警察にも連絡！」

　美琴は膝をついて蹲る泰晴の前に回った。

「泰晴さん！　泰晴さん！」

　その体に手を当て、ゆっくりと横たわらせる。

「傷口を圧迫します。少しだけ我慢して！」

　そう言って美琴は荷物から取り出したタオルハンカチを彼の傷口に当てた。ちょうどみぞおちの辺りだ。逸見と泰晴の身長差があったから、刺されたのが胸でないことは幸いだった。しかし白いワイシャツには血が滲み出ている。

「誰か！　押さえるものを！」

　泰晴の傷口を抑えながら、周りに指示を出す。慌てて数人が自分のハンカチを取り出すが、その程度の布ではあっという間に血が染み出してしまう。

「これを！」

　警備員の一人が奥の宿直室からバスタオルを持ってきた。

「……大丈夫です。そんなに傷は……深くありません」

　泰晴は顔から血の気を失いながらも、美琴に話しかける。

「それより……美琴が無事でよかった……」

「ばか！　黙ってて！」

　美琴の声に嗚咽が混じる。何を言っているのだ、こんな時に。

　遠くからようやくサイレンの音が聞こえる。その音に安心したのか、泰晴は美琴の腕の中で力を失った。美琴は今にも叫び出しそうになる不安と恐怖にじっと耐えながら、泰晴の傷口を圧迫し続けていた。
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　幸い泰晴が言う通り、見た目ほど傷は深くなかった。しょせん引きこもっていた女の脆弱な細腕である。致命傷に至るほど深く刺せるわけがない、とは治療した医師の台詞だった。

「だからそう言ったでしょう」

　無事に手当てを終え移動した病室のベッドの上で、泰晴は涙目で枕元に座っている美琴に、気まずそうに言った。

「だって、血が止まらなくなってて……」

「それだって美琴さんが素早く圧迫してくれたから大した出血量にならずに済んだんです」

　泰晴の言葉を受けて、病院に駆け付けた義母である玲子も感心したように漏らす。

「本当に、とっさの判断が早かったってお医者様も言ってたわ。すごいわね、美琴さん」

「いえ、あの、前職のキッチンで包丁で怪我した人もいたからそれで……」

　チェーン店の定食屋とは言え、仕込みを行う包丁は当然業務用の大きいものだ。切れ味も常に整えてある。スタッフは最初に相応の指導を受けるが、たまたま美琴と同じシフトに入っていた学生バイトが不注意で手を切ってしまったことがあり、その時に応急処置の仕方を覚えた。

「心臓や肺を避けていたのは何よりでしたが、しばらくは安静にしてくださいね」

　病室にいた担当医は最後にそれだけを言って、看護師と共に出て行った。

「事務手続きを済ましてくるから、美琴さんは泰晴についててね」

「あ、手続きなら私が──」

　椅子から立ち上がろうとした美琴を玲子が目で制する。

「いいから。泰晴も美琴さんがいてくれた方がいいでしょうし」

　泰晴の方を振り返ると、彼は照れたような困ったような顔で美琴を見返してきた。どうやら玲子の指摘は図星らしい。泰晴の腕には抗生剤の点滴が刺さっていてしばらくは動けない。ピッ、ピっと定期的なデジタル音だけが病室内に響いていた。

「じゃあすみません。それではよろしくお願いします」

　玲子がひらりと手を振って出て行くと、泰晴は大きく息を吐いて美琴に問う。

「逸見さんは？」

「警察の方が来て連れて行かれました。精神状態が不安定なのでどんな判断になるかは分かりませんが」

「そう」

　泰晴は俯く。

「まだ彼女が心配ですか？」

　美琴は思い切って聞いてみた。優しい泰晴のことだ。今でも彼女を心配しているのかもしれないと思った。

　しかし泰晴の口から出たのは意外な言葉だった。

「いえ。もし美琴に何かあれば、今度は決して許さない、そう思っていました」

　珍しく強い口調に、美琴の胸がどきんと音を立てる。

「私は……大丈夫です」

「うん、よかった……」

　心の底からの言葉を吐いて、泰晴は美琴の手を握りそこに頬を擦り当てた。

「私もです」

「ん？」

「私も、泰晴さんに何かあったら絶対許さないです」

「うん」

　二人は見つめ合う。

「無事で、よかったです」

　美琴はそっと彼に顔を寄せて震えるキスをした。泰晴も、静かにその唇に応えていた。
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　その後、逸見は精神耗弱を理由に立件こそされなかったものの、泰晴や美琴への接近禁止命令が出された。それを強化するように、彼女の父親が勤め先に希望を出した海外勤務に一緒に連れて行くことになった。両親からは深いお詫びと共に、今後迷惑をかけない旨を強く伝えられ、事態は収束に向かった。

　改めて、平和な日々が戻ってきた。

　美琴は仕事に精を出しつつも、少しづつ夫に甘えられるようになってきていた。呼び方も「泰晴さん」から呼びやすい「ハルさん」へと変化した。美琴がそう呼ぶと、嬉しそうに振り返って返事をする彼が愛しい。

　休みの日、一緒にベッドに寝ていると朝から夫に求められることもある。

「ハルさん……？」

　後ろから抱きしめていた泰晴の手が、美琴の胸に伸びるのに気付いて、起き抜けのぼんやりした声で夫を呼ぶ。

「ごめん、美琴の寝顔を見ていたらつい可愛くて……」

　泰晴は言いながらうなじに口付け、着ていた美琴のパジャマの下に手を忍ばせた。

「ん……っ、ゆうべだって、散々したのにぃ……ぁんっ」

　胸の先端を弄られて甘い声が出る。

「うん、ごめん。嫌ならやめるから言って」

　分かっている。本当に美琴が嫌だと言ったら泰晴は絶対にやめる。そう言う夫なのだ。だからこそ嘘は付けない。

「いや、じゃないけど……」

「けど？」

「今すると動けなくなって、朝ごはん作れなくなっちゃう……」

　実際、泰晴は普段のぼんやりした印象に反して、えっちは激しい。昨夜さんざん啼かされたから、まだ腰ががくがくしている。これ以上したら立てなくなるかもしれない。もちろん激しいこと自体は嫌ではないのだが、生活に支障が出るのは困る気がする。

「それなら問題ない。今日は休みだし、朝食は僕が作ればいい」

「ハルさんが？」

「これでも一人暮らししてたからね。美琴より上手くはないかもだけど……」

　向かい合うように転がされ、キスをされた。それだけで気持ち良くなってしまう。

「じゃあ、いっか」

　美琴の声に、泰晴は嬉しそうにパジャマを脱がせ始めた。布団の中で抱き合って何度もキスをし、裸の胸を擦りつけ合う。

「ハルさん、好き……」

「僕も、美琴……美琴……」

　体中を愛撫され、敏感な場所に口付けられる。その度に美琴の体は震えて軽いエクスタシーを覚えた。首筋、胸、背中やお腹を経て足の方へ。

　ベッドの上で胡坐をかいた泰晴に、体を起こされて抱き合う。対面座位は美琴が一番好きな体位だ。互いの顔を見ながら思う存分密着できる。

「ん、ん……ん」

　何度も舌を絡め、唾液を舐め合うようなキスをする。美琴の体の下では、泰晴の一部が怒張しているのが分かった。美琴はわざと自分の股間を彼のモノに押し付けた。

「こら」

　泰晴は怒ったふりをしながら美琴の肉襞に指を差し込んだ。

「あぁん……っ！」

　中指と人差し指で蜜洞を刺激しながら、親指は淫粒をくりくりと刺激する。

「あ、ダメ、それ……」

「どうして？　ここ、好きでしょ？」

「好きだけど……我慢できなくなっちゃう……っ」

「我慢しないで。イっていいから」

「やだ、ハルさんのでイきたいの……っ」

「……そんな可愛いこと言われたら……っ」

　美琴の下で益々泰晴の雄が猛っている。

「おいで、美琴……ナカに挿れたい」

　泰晴は美琴のナカから指を抜くと、彼女の腰を抱えてゆっくり自分の上に腰を落とさせた。

「ん、……」

　既に馴染み切った泰晴の男根が、美琴のナカを埋め尽くす。

「あぁ…………」

　あまりの気持ち良さに美琴は長く甘い息を吐いた。そして泰晴の頬を両手で包み込み、顔中にちゅ、ちゅっとキスの雨を降らせる。

「ちょ、美琴！」

「好き。大好き」

「分かったから。これじゃ動けない」

「いいよ。私が動くから──」

　そう言って美琴はゆっくり腰を上下に振り始めた。そのリズムに合わせて胸もふるんふるんと揺れる。

「は、視界的にヤバい」

「いや？」

　泰晴は答えず美琴の体をぎゅっと強く抱きしめる。その拍子に一番奥に到達した。

「あんっ！」

「ほら、ヤバいって」

　泰晴はそう言いながらも下から突き上げてくる。

「あ、ひゃ、ダメ、あ、あぁぁあんっ！」

　泰晴の固く尖った先端が、美琴の一番奥を何度も押し上げ、その度に快楽の深度が振り切れる。

「ダメ、もうイっ、……あぁあ！」

「可愛い。美琴、可愛い──」

　何度も繰り返された行為なのに、毎回溢れるほど与えられる多幸感に美琴は酔いしれた。

「……みこと、あいしてる」

　掠れた声で囁かれ、さらに幸せな気持ちでいっぱいになる。

「ん、わたしも──」

　答えながら、美琴はもう一度、体を繋げたまま大好きな夫に口付けた。

　舌を絡め合っていると美琴の中にいる泰晴の分身が益々固く猛ってくるのが分かる。

　終わることのない快感に、美琴は歓喜と期待に震えながら身を任せた。




　朝の陽が、汗みずくで動き続ける二人の輪郭を、祝福するように象っていた。





終









あとがき








　こんにちは。あるいは初めまして。この度は本著を手に取って頂きありがとうございます。作者の天てんヶが森もり雀すずめと申します。どうぞお見知りおきのほどを。




　さて、今作の企画提出時の仮タイトルは「ぼんくら社長とお見合いしたら時給三千円で偽装妻に雇われました」でした。「ぼんくら社長」。いまいちイケてない仮タイトルで恐縮ですが、今作のヒーロー泰晴さんは、私が今まで書いてきた中で一番イケてる男性だと思います。裏も表もなくひたすら誠実で優しい人です。もちろん物語的にはニヒルだったり複雑なヒーローも大好きなのですが、実際近くにいて安心して信頼できるのはこのタイプだろうな、と。今回のヒロインである美琴は一見明るく元気なタイプですが、実は過去の辛い記憶を抱えて生きているので、ついつい優しい人にほだされていくのは自明の理、そんな二人の恋愛模様をお楽しみ頂ければ幸いです。

　尚、今回の仮タイトルにある「時給三千円」は、文筆とは別にやっているお仕事先で、あまりにも多忙が続いた時に同僚と冗談で交わした会話でした。「時給三千円の仕事があればさっさと転職するのに～」みたいな。特に資格もない非正規雇用には夢のような金額です。とはいえどこに小説のネタが転がっているか分かりません。転んでもただでは起きないのが小説家。今後も何気ない日常から細々とネタを拾って物語を作り続けていくと思うので、もしお気に召しましたらお付き合い頂ければ嬉しいです。




　ちなみに泰晴のイメージモデルは松下洸平さんだったのですが、表紙絵を描いて頂く際のキャラ設定表の髪形欄に一言「松下洸平さん」と書いたら、イラストレーターの小こ島じまきいち先生に「前髪あげてる方ですか？　それとも下げてる方ですか？」とご質問を頂き、「雑過ぎる書き方ですみません！」と深く反省したのでした。そんな丁寧な小島先生の描いてくださったえっちで可愛い二人もどうぞご堪能下さい。




　最後に、いつもお世話になっている担当さん、原稿チェックの際は修正部分の指摘だけでなく「ここがよかったです！」と書いてくださるのでいつも励みになっています。ありがとうございます。小島先生も素敵な表紙絵をありがとうございました。デザイナーさんや流通の方もお世話になっております。この場を借りてお礼を言わせてください。

　そして読んで下さったあなた、深い感謝と共に、この小説が一幅の笑福に繋がりまりますように。






２０２４年夏　　　　天ヶ森雀拝
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